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暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

障
が
い
の
あ
る
人
が
作
り
出
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

素
朴
な
色
、
大
胆
な
線
、
繊
細
な
形
、
圧
倒
的
な
量
。

福
祉
施
設
や
家
庭
の
中
で
、
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
物
も

時
に
外
に
向
け
て
展
示
さ
れ
た
結
果
、
多
く
の
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、

障
が
い
あ
る
人
と
社
会
と
の
新
た
な
接
点
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



つ
く
る
人
、
周
り
の
人
、
で
き
る
物

障
が
い
あ
る
人
の
作
品
は
周
り
の
人
と
の
関
係
の
中
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
作
者
に
対
し
て
周
り
の
人
が
画
材

を
揃
え
る
際
に
、
サ
イ
ン
ペ
ン
を
渡
す
の
か
、
絵
具
と
筆
を
渡
す
の
か
で
出
来

上
が
る
作
品
は
大
き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。

“
彼
に
と
っ
て
、
作
品
に
と
っ
て
、
何
が
良
い
の
か
”
周
り
の
人
は
様
々

な
判
断
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
と
ア
ー
ト
の
た
め
に

　

創
作
を
支
え
る
人
と
共
に
、
様
々
な
問
い
に
向
き
あ

い
な
が
ら
障
が
い
あ
る
人
と
社
会
と
の
よ
り
良
い
接
点

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
。

　

新
潟
県
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

N
A
S
C
は
そ
ん
な
思
い
を
も
っ
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

ア
ー
ル
（A

rt

）
は
「
芸
術
」、
ブ
リ
ュ
ッ
ト
（B

rut

）
は
「
磨
か
れ
て
い
な

い
（
加
工
さ
れ
て
い
な
い
）
生
の
ま
ま
の
」
と
い
う
言
葉
を
表
す
フ
ラ
ン
ス
語

で
す
。
文
化
的
な
伝
統
や
流
行
、
教
育
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
独
自
の
発
想
と

方
法
に
よ
り
制
作
し
た
作
品
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
は
？

新潟県アール・ブリュット・サポート・センター

NASC ってなに？
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新
潟
県
は
、
本
州
の
日
本
海
沿
岸
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
、人
口
約
2
2
9
万
人（
平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
）

を
有
す
る
県
で
す
。

　

47
都
道
府
県
で
第
5
位
の
広
大
な
面
積
を
有
す
る
た

め
、
上
越
地
方
、
中
越
地
方
、
下
越
地
方
、
佐
渡
地
方
の

4
地
域
に
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
の
大
合
併

に
よ
り
平
成
12
年
度
は
1
1
2
あ
っ
た
市
町
村
が
、
平

成
22
年
度
に
は
30
市
町
村
に
な
り
、
よ
り
行
政
が
広
域
化

し
て
い
ま
す
。

　

山
間
部
は
全
国
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
冬
期
間
は

全
県
を
通
じ
て
日
照
時
間
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
米
ど
こ

ろ
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
日
本
酒
を
は
じ
め
米
を
中
心
と

し
た
食
文
化
が
発
展
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
の
概
要

　

新
潟
県
内
の
障
害
者
の
芸
術
文
化
活
動
に
つ
い
て
は
、

長
年
、
行
政
、
社
会
福
祉
法
人
、
N
P
O
法
人
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

新
潟
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、「
ふ
れ

愛
ア
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
平
成
13
年
か
ら
開
催
し
て

お
り
、
障
害
者
の
文
化
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
市
の
「
ア
ル
・

サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
美
術
館
」
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ポ
ネ
展
」
の
国
内
巡
回
展
が
新
潟
市

美
術
館
に
お
い
て
日
本
国
内
で
2
番
目
に
開
催
し
た
実
績

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
触
発
さ
れ
、
ア
ー

ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
を
、
社
会
福
祉
法
人
や
N
P
O
法

人
が
中
心
と
な
り
新
潟
県
内
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
は
新
潟
に
暮
ら
す
の
障
害
の
あ
る
人
々
の

創
造
活
動
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
団
体
「
ア

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
」
が
設
立
さ
れ
、
福
祉
事
業
所
へ
の

訪
問
、
企
画
展
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
調
査
事
業

な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
福
祉
事
業

所
の
み
な
ら
ず
徐
々
に
市
民
レ
ベ
ル
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。 広

が
る
取
り
組
み

た
だ
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
地
域
ご
と
の
取
り
組

み
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
活
動
の
広
が
り
や
次
へ
の
ス
テ

ッ
プ
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
の
取
り
組
み
へ
の
気

運
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
な

ど
も
踏
ま
え
、
こ
こ
数
年
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
活
動
が

広
が
り
、
分
野
も
芸
術
活
動
だ
け
で
な
く
芸
能
･
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
多
様
化
す
る
中
で
、
作
品
の
取
り
扱
い

や
作
者
の
権
利
関
係
の
問
題
、
ま
た
総
合
的
な
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
で
き
る
人
材
の
育
成
や
発
掘
と
い
っ
た
課
題
も

出
て
き
ま
し
た
。

課
題

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
新
潟
県
内
の
障
害
者
芸
術

文
化
活
動
に
関
す
る
情
報
共
有
や
意
見
交
換
、
人
材
育
成

な
ど
を
目
的
と
し
た
任
意
団
体
「
新
潟
県
ア
ー
ル
・
ブ
リ

ュ
ッ
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
平
成
27
年
7
月
に
設
立
し

ま
し
た
。
現
在
は
上
越
市
、
柏
崎
市
、
三
条
市
、
長
岡
市
、

新
潟
市
、
新
発
田
市
の
社
会
福
祉
法
人
、
N
P
O
法
人

な
ど
で
構
成
し
事
務
局
を
「
社
会
福
祉
法
人
み
ん
な
で
い

き
る
」内
に
設
置
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
や
情
報
の
共
有
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

点
と
点
を
つ
な
ぐ

　

点
と
点
を
結
ぶ
取
り
組
み
を
一
層
強
化
さ
せ
、
新
潟
県

内
の
障
害
者
芸
術
文
化
へ
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
た

め
に
、
厚
生
労
働
省
の
事
業
で
あ
る
平
成
28
年
度
障
害
者

の
芸
術
活
動
支
援
モ
デ
ル
事
業
に
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
平
成
28
年
8
月
1
日

に
、「
新
潟
県
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
N
A
S
C
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
N
A
S
C
の

事
業
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

N
A
S
C
の
設
置

新潟県アール・ブリュット・サポート・センター NASC

【上越本部】
〒 943 - 0834
新潟県上越市西城町 2 - 10 - 25 大島ビル 307 号室
社会福祉法人みんなでいきる法人本部内
TEL：025 - 530 - 7260 / FAX：025 - 530 - 7261
○サポートセンター開設時間
月曜日から金曜日 8：30 - 17：30（土日祝日は閉所）

【新潟サテライト】
〒 951 - 8061
新潟県新潟市中央区西堀通 6 番町 885
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【協力委員会の設置】
10 名の委員で構成

【開催状況】
◎第 1 回　平成 28 年 7 月 23 日（土）　上越市
◎第 2 回　平成 28 年 10 月 3 日（月）　新発田市
◎第 3 回　平成 28 年 2 月 25 日（土）　上越市

新潟県内で障害者の芸術文化活動の普及啓発
のために文化芸術関係の専門家や行政、福
祉関係者で構成される協力委員会を設置し、
NASC で実施する事業について審議・助言を
もらいました。

協力委員会の設置・開催

【実施した事業】
◎アール ･ ブリュットセミナー in 長岡
　日時：平成 28 年 8 月 19 日（金）
　内容：概論 ･ 実践報告 ･ ワークショップ
◎アール・ブリュットでまちづくり
　日時：平成 28 年 10 月 1 日（土）
　内容：概論・シンポジウム
◎障がいとアートをつむぐ
　つくるを支えるセミナー
　日時：平成 29 年 2 月 25 日（土）
　内容：概論・権利擁護・ワークショップ

福祉施設関係者、教育機関、美術関係者向けに
障害者芸術文化活動に関する研修、ワークショ
ップなどを開催し、障害者芸術文化に関わる人
材を養成しました。

人材の育成・研修事業

【実施した事業】
◎障がいとアートをつくるに関する法律研修会
　―はじめての権利擁護―
　日時：平成 28 年 11 月 1 日（火）
　内容：著作権の基本的理解
　　　　実践報告 ･ トークセッション
◎障がいとアートをつむぐ
　つくるを支えるセミナー（再掲）
　日時：平成 29 年 2 月 25 日（土）
　内容：概論・権利擁護・ワークショップ

作品の権利関係に関する意識がまだ醸成されて
いない状況があることから、著作権や権利擁護
に関しての研修会を開催しました。

権利関係の研修

【実施した企画展】
◎アール・ブリュット展 in 上越
　〜この世界の愛し方 Everything is in this world 〜
　日時：平成 28 年 7 月 23 日 - 8 月 14 日
◎新発田アール・ブリュット展 2016
　〜モノ、ガタル、タネ〜
　日時：平成 28 年 10 月 1 日 - 5 日
◎障がい・アート・ミーティング
　〜彼の描く、セーラームーンの面白みは、伝わるか〜
　日時：平成 28 年 10 月 22,23 日
◎アール・ブリュット展 in 長岡
　〜日々是好日 暮らしから生まれるもの〜
　日時：平成 28 年 11 月 19,20 日

【発掘調査の実施状況】
◎発掘調査を行った市町村
　新潟市、長岡市、上越市、柏崎市、新発田市、加茂市、
　燕市、糸魚川市、妙高市、佐渡市胎内市、弥彦村

【情報発信】
◎ HP の開設・更新
◎ Facebook ページの開設・情報発信

新潟県内において開催される企画展の開催に
向けての支援とアーティストの発掘を行いま
した。

発掘・発信

■得られた効果
　一番の効果は専属のスタッフを置いたことで、相談の窓口が明確になったこと。事業所や家族 ･ 本
人からの相談をたらいまわしにすることなく、しっかり受けとめる基盤ができたことは新潟県におけ
る障害者の文化芸術活動の普及啓発に大きく寄与したと言えます。加えて、いただいた相談に対し、
迅速に対応することができるようになり、地域の特色を活かした企画展や研修会の実施ができました。
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協
力
委
員
会
の
開
催

協
力
委
員
会
を
組
織
化
し
、
委
員
の
方
か
ら
自
発
的

に
活
動
に
参
画
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
研
修
会
の
企
画

実
施
、
展
覧
会
の
開
催
な
ど
活
動
に
拡
が
り
が
で
き
ま
し

た
。あ

わ
せ
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
、
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン

業
務
の
定
義
づ
け
や
、
作
品
使
用
に
係
る
許
諾
事
務
の
方

法
な
ど
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
少
し
ず
つ
障
害
者
ア
ー
ト
に
触
れ
る

機
会
が
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
ほ
ど
深
く
関
わ
っ
て
は
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
び
、
N
A
S
C
の
活
動
の
端

っ
こ
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
―
―
そ
れ
で
も
深
く
関
わ
っ

た
と
は
と
て
も
い
え
な
い
の
で
す
が
―
―
強
く
感
じ
た
の

は
、〈
愛
〉
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　

第
1
回
の
委
員
会
で
、
活
動
の
目
的
に
つ
い
て
質
問
し

た
時
の
、
N
A
S
C
セ
ン
タ
ー
長
・
片
桐
氏
の
「
障
害

者
に
光
が
当
た
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
」
と
い
う
言
葉
が

印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
障
害
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

人
た
ち
が
、
自
身
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
障
害
者
の
輝
く

姿
を
一
生
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
に
も
心
打
た
れ
ま
し

た
。〈
生
き
る
〉
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
普
及
啓
発
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
先
駆
的
に
障
害
者
の
文
化
芸
術
活

動
を
推
進
し
て
い
る
団
体
で
構
成
す
る
協
力
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

広
域
的
な
新
潟
県
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
下
越
地
域
･

県
央
地
域
･
中
越
地
域
･
上
越
地
域
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ

く
、
ま
た
福
祉
関
係
者
だ
け
で
な
く
弁
護
士
･
学
芸
員
か

ら
委
員
に
就
任
し
て
も
ら
い
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
3
回
開
催
し
、
開
催
状
況
に

つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
芸
術
」
っ
て
い
っ
た
い
何
な
の
で

し
ょ
う
か
。
一
説
に
よ
れ
ば
、「
内
的
価
値
に
よ
っ
て
人

の
心
を
動
か
す
」
も
の
な
の
だ
と
か
。
ポ
コ
ラ
ー
ト

※
審

査
員
で
美
術
家
の
会
田
誠
氏
は
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
で
「
と

に
か
く
、
な
ん
か
す
ご
い
!
と
思
い
ま
し
た
」
と
書
い
て

い
ま
す
。
こ
の
、「
な
ん
か
す
ご
い
!
」
と
い
う
感
じ
は
、

今
回
の
活
動
で
紹
介
さ
れ
た
り
発
掘
さ
れ
た
り
し
た
人
た

ち
の
作
品
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
そ
の
作
品
が
誰
か
に
見
せ
よ
う
と
し
て
作
っ
た

わ
け
で
は
な
い
モ
ノ
で
、
そ
れ
を
生
み
だ
し
た
人
の
生
き

て
い
る
証
そ
の
も
の
だ
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
見
過
ご
し
て
き
た
「
な
ん
か
す
ご

い
」
人
た
ち
が
発
掘
さ
れ
て
、
そ
れ
が
、
健
常
者
と
う
ま

く
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
手
段
や
仕
組

み
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

※ポコラート
「障がいのある人、ない人、アーティストが、

核心の部分で相互に影響し合う場（Place 

of"Core+Relation ART"）」という理念をし

めす造語。2010 年にアーツ千代田 3331

と千代田区の障がい者アート支援事業とし

て始まり、様々な表現者がアートの根源で

交わり理解し合う場を作り出すことを目的

としている。現在は、障がいあるなし関係

なく、あらゆる形の芸術表現の新境地を切

り開き、可能性を開く人々が切磋琢磨し競

い合う場所として、障害者もプロの作家も

様々な人が参加している。

第　　回 協力委員会
日付：平成 28 年 7 月 23 日（土）　14：00 〜 16：00
場所：新潟県上越市
　　　あすとぴあ高田 5 階ミュゼ雪小町多目的室
参加人数：8 名　オブザーバー：3 名

◆議題
（1）平成 28 年度 障害者の芸術活動支援モデル

事業の概要について
（2）新潟県障害者芸術活動支援センター（新潟

県アール・ブリュット・サポート・センタ
ー）の開設と事業について

（3）調査報告

第　　回 協力委員会
日付：平成 28 年 10 月 3 日（月）　13：00 〜 14：30
場所：新潟県新発田市
　　　社会福祉法人のぞみの家 福祉会さんさん館 i
参加人数：6 名

◆議題
（1）支援センター業務に関する中間報告
（2）モデル事業の進捗状況の報告
（3）企画展について
（4）その他

第　　回 協力委員会
日付：平成 29 年 2 月 25 日（土）　10：00 〜 12：00
場所：新潟県上越市
　　　あすとぴあ高田 5 階ミュゼ雪小町多目的室
参加人数：10 名　オブザーバー：2 名

◆議題
（1）第 2 回 協力委員会での課題について
（2）モデル事業の進捗状況の報告
（3）報告書の作成について
（4）次年度事業について

新
潟
県
立
近
代
美
術
館

学
芸
課
長
代
理　

宮
下 

東
子

協力委員会委員
大島　誠　社会福祉法人みんなでいきる理事長

髙井　進　陶芸家・はり絵作家 岡田清和さんを支援する会 会長

樺沢　浩　社会福祉法人のぞみの家福祉会常務理事

涌井幸夫　新潟県知的障害者福祉協会副会長

近　　守　アートキャンプ新潟代表

渡辺茂樹　新潟県障害福祉課地域生活支援係 係長

藤井哲夫　新潟県県民生活・環境部 文化振興課文化政策係 係長

宮下東子　新潟県立近代美術館学芸課長補佐

市川高子　上越市立小林古径記念美術館学芸員

見竹泰人　弁護士・森直樹法律事務所
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話を聞くこと
それに応えること
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相談支援
　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
福
祉

事
業
所
な
ど
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。
初
年
度
の

取
り
組
み
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
は
相
談

も
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
し
た
が
、
メ
デ

ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
企
画
展

･
研
修
会
を
通
じ
て
N
A
S
C
の
認
知

度
が
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
徐
々
に
相
談

件
数
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

 相談例 

（平成 29 年 3 月末日現在）
相談件数延べ 　　　　 件

・自分の作品の作風が分からなくなっていて、現
状どうしたらいいかわからない。（当事者）

・美術経験はないけれど油絵を描いてみたいの
で、教室などがあれば教えてほしい。（当事者）

・市内の公共施設で作品を常設したいと考え
ているが、どこにどのようにお願いしたら
いいか教えて欲しい。（自治体）

・自社が主催するイベントにアール・ブリュ
ット作品を展示したいと思うが、協力をし
てほしい。（一般企業）

・知り合いの支援者が展覧会を開催するが、
その広報をお願いしたい。（一般市民）

・法人内で展覧会を行う際に「アール・ブリ
ュット」という名称を使用してもいいか教
えてほしい。（施設職員）

施設が変わっても
創作活動を続けさせてあげたい！

相談事例
1

相談者

障害者支援施設職員

相談内容

対応

今後について

　長く施設を利用していた方が、別の施設を利用することになった。今まで、本人が創作活動
を続けられるよう環境を整備したり職員も気にしながら支援をしていた。今回、施設の種別も
担当の職員も変わるため本人の創作の時間が確保できるか心配である。あわせて、遠方にある
施設の利用となるため細かな引継ぎやフォローアップが難しくなる。

　日程調整を行い施設を訪問。担当職員とともに本人に面会し、意向を確認した。本人からは
施設が変わっても創作活動を続けたいという希望があり、その後担当者と今後の対応について
協議を行った。本人の意向に沿えるよう連携しできうる限り調整を行うということで意見が一
致した。

　次の受け入れ先である施設の担当者と、現担当者とともに面会し今後の方向性を確認する。
可能であれば関係者を交えたカンファレンスにおいて、今後の支援方策に創作活動の支援を提
案させてもらいたいと考えている。
　また、距離的に新潟サテライトが新たな施設と近くなるため、サテライトを拠点にフォロー
アップをしたいと考えている。
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相談事例
3 相談事例

2

作者

　福祉施設にてさおり織りの作品を作っているの
で見に来て欲しい。

　事前に作品の写真を送ってもらった上で、日程
調整を行い施設を訪問。担当職員とともに本人に
面会し、意向を確認した。

・作品自体の魅力が一般的には高いものではない
・作者としては作品を展覧会で出品し、多くの人

に見てもらいたい。
・市が主催する市民参加型の展示イベントに自ら

展示している。

相談者

相談内容

対応

背景を知る - 作者と作品を巡る状況

　NASC としては作品を評価する場ではないこ
とをお伝えした上で、様々な展覧会の機会を紹介
していく。展覧会それぞれの趣旨により、展示す
る作品の性質が異なるため、相談者の作品にあっ
た展示の場を見つけて頂くようにお伝えした。ま
た、NASC としても、いわゆる “ 良い ” 作品だけ
ではない作品を扱えるような場を検討していく必
要があると感じた。

アドバイス 相談者

福祉施設職員

　利用者の絵を展覧会で飾ってもらった後に、見
た方から売ってほしいとの連絡がありました。施
設として絵を販売した実績がなく、どのように対
応して良いか分かりません。

　日程調整を行い施設を訪問。担当職員と面会し
意向を確認しました。

   ( ※まちごと美術館→ 52 ページ )

・作者は作り終えた作品に関して関心が無い。
・一つの作品をつくるのに 1 〜 2 ヶ月かかる。
・作品が評価され、展示の機会が増えてきている。
・使用画材がサインペンのため日光が当たると色

が脱色されていく。
・既に絵のレンタル貸し出しを行っている。

相談内容

対応

背景を知る - 作者と作品を巡る状況

　制作するペースと作品点数を考慮すると、原画
を販売するのではなく、複製したものを販売する
方が良いのではないかとアドバイスを行いまし
た。絵の複製をしている新潟市内の印刷会社に実
際に絵を見てもらい、複製するとどのくらい原画
と遜色があるのかを確認したところ、サインペン
で描かれた絵の場合ほとんど差は出ないとのこと
を伝えました。また、現在既に絵のレンタル貸し
出しに使用しているものについても、原画ではな
く複製を貸し出していく方が良いとのアドバイス
を行いました。

　今後、販売する絵については複製についても検
討していきたいとの意向がありました。また、レ
ンタル事業では実際に印刷会社に複製を依頼し、
複製したものを貸し出しするようになりました。

アドバイス

その後

絵を売ってほしいと言われましたが、
どうしたら良いでしょうか？

私の作品を展示してほしい !
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相談事例
5 相談事例

4

作品に保険を掛ける ?
〜初めての試み〜

相談者

福祉事業所　職員

相談内容

対応

今後について

①法人内でアール・ブリュット展を開催してきているが、展示品に保険をかけたい。その保険
について、どのようなものがあり、どのように掛けたらいいか教えて欲しい。

②作品借用にあたり、定型文があれば参考にしたい。

①「動産保険」を使い作品に保険を掛けることができると返答。ただし、作品に評価額を付け
る事、評価額の決め方の基準、保険適用になる事例についても情報を共有したかったので、
それぞれをまとめた物をお渡しする。それに伴い、運搬中の保険についても業者を使用する
場合と自ら取りに行く場合では保険の掛ける方法が違う事を説明した。

②作品借用にあたり、依頼文、借用許諾書の定型文を参考資料として提供。

　障害者芸術作品の多くは、誰かのために創られたものではなく、画材が広告であったり、新聞
の余白など日常にあふれているもので創作されていたりする。そういった日常から生まれる作品
についての保険適用が難しい状況に直面している。今後、この状況が出来る限り無いようにする
ことが課題となり、この壁を乗り越えることで一層の理解を得ることが出来るのでないか。

学生の学びにつながる企画展を開催したい！！！

相談者

県内私立短期大学教員

相談内容

対応

今後について

　学校の創立記念事業及び新校舎の一般市民へのお披露目を兼ねて、複合的なイベントを開催
したい。そのプログラムの一環として、アール ･ ブリュット展を開催したいと考えている。私
自身、福祉学部の教員ではないがアール ･ ブリュットには非常に興味がある。それと同様にア
ートという身近な切り口で学生に福祉と接点を持ってほしいと考えている。

　ご相談をいただいた後に、展示会のコンセプトの確認や学校を訪問し展覧会の時期や展示場
所、学生募集のスケジュールなどを確認した。
　NASC からは、学生により福祉を身近にとらえてもらうために 3 回のワークショップを通
じた参加型企画展を提案させてもらった。①アール ･ ブリュットの概要説明⇒②施設を訪問し
創作の現場を体験⇒③学びを通じた作品のキャプション作成を経て、展示会を開催したい旨を
提案した。

　提案内容については、概ね了承をいただいた。新校舎が展示会場となるため、入館可能にな
ったら再度訪問し会場の確認を行う。
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これからの “ つくる ” のために

　

新
潟
県
内
を
巡
る
中
で
熱
心
に
ア
ー
ト
活
動
を
支
え

て
い
る
方
に
出
会
え
た
一
方
、
福
祉
施
設
の
中
で
は
少

数
派
で
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
そ
の
一
人
一
人
が
集
い
、
お
互
い
に
話
し
合

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
い
か
に
作
る
か
を
課
題
と
し
て
、

セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
を
つ
く
り
ま
し
た
。
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発掘・調査

　

企
画
展
開
催
に
向
け
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
発
掘

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
県
内
30
市
町
村
中
12
の
自
治

体
を
巡
回
し
、
福
祉
事
業
所
や
本
人
･
家
族
の
方

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
発
掘
調
査
を
通
じ

て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
発
掘
だ
け
で
な
く
、
事
業
所

と
の
関
係
づ
く
り
や
N
A
S
C
に
求
め
る
役
割
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
こ
れ
ま
で
全
く
創
作
活
動
の
把
握
が
進
ん

で
い
な
か
っ
た
佐
渡
市
に
お
い
て
は
、
2
回
に
わ
た

り
訪
問
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
歴
史
的
に
西
日
本

･
北
陸
の
文
化
と
越
後
の
文
化
が
融
合
し
独
特
の

文
化
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
る
佐
渡
島
を
ほ

ぼ
一
周
し
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
出
会
う
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
も
、
“
身

近
に
あ
る
作
品
を
自
慢
す
る
会
”
と
題
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
作
品
を

持
っ
て
き
て
も
ら
う
形
で
作
品
の
調
査
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
新
潟
県
内
で
精
力
的
に
活
動
し
て
い

る
作
家
に
つ
い
て
の
情
報
、
60
名
分
を
N
A
S
C

の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
と
し
て
を
ま
と
め
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

【
訪
問
調
査
】

【発掘調査を行った市町村】
新潟市、長岡市、上越市、柏崎市、新発田市、
加茂市、燕市、糸魚川市、妙高市、佐渡市、
胎内市、弥彦村

　
「
身
近
に
あ
る
作
品
を
自
慢
す
る
会
」
は
、
絵
画

や
陶
芸
な
ど
い
わ
ゆ
る
作
品
と
い
う
も
の
か
ら
、
日

常
で
の
何
気
な
い
行
為
や
拾
い
物
な
ど
、
こ
れ
は
作

品
？
と
思
う
も
の
ま
で
魅
力
を
感
じ
る
も
の
を
持
ち

寄
っ
て
も
ら
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
自
分
の
持

っ
て
き
た
作
品
に
つ
い
て
、
主
体
的
に
話
し
手
と
な

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
ご
と
と
し
て
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
捉
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

身
近
に
あ
る

作
品
を

自
慢
す
る
会

【下記セミナー内で開催】

◎アール ･ ブリュット
　セミナー in 長岡
　平成 28 年 8 月 19 日（金）

◎障がいとアートをつむぐ
　つくるを支えるセミナー
　平成 29 年 2 月 25 日（土）

データベース

名
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作家の
自宅へ
訪問

施設を
訪問

行政や施設の方とのアール・ブリュットに
ついての情報交換

作家にその場で似顔絵を描いてもらう作家へのインタビュー・作品について質問作家にその場でスケッチをみせてもらう 嵯峨谷正敏氏との再開
（インタビューは 56 ページ）　　

作家・嵯峨谷正敏氏の自宅訪問

発掘調査
in 佐渡

作家の
自宅へ
訪問

施設を
訪問
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人材育成

日　時　平成 28 年 8 月 19 日（金）　13：00 〜 17：30

場　所　新潟県長岡市：アオーレ長岡アリーナ会議室

参加者　47 名

内容

①セッション：
「アール・ブリュットの魅力 - 福祉施設が展覧会を行う理由 - 」
　講師：片桐 公彦（新潟県アール・ブリュット・サポート・センター NASC センター長）

　　　　荒尾 和志（社会福祉法人　のぞみの家福祉会）

②実践報告：
「障がいのある作り手への支援 - ホイホイとムズムズと向き合う - 」
　講師：角地 智史（新潟県アール・ブリュット・サポート・センター NASC アートディレクター）

③ワークショップ：
「身近にある作品を自慢する会」

　先駆的に活動を行ってきた法人 ･ 団体の実践を学
びました。後半は、参加者からあらかじめ持参して
もらった気になる作品について、楽しみ方やディレ
クションの方法をお互い学び合いました。

【感想】
・とても熱心な実践報告、感動しました。
・今できることを今やることの大切さを改めて思うことが出来まし

た。
・表現の仕方は様々あると思いますが、その人なりの表現を認め、

自分が認められているんだと実感できるよう支援していきたい。
・アール・ブリュットの成り立ちから海外・日本での取り組みにつ

いて詳しく聞くことが出来てよかったです。

　

N
A
S
C
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
の

創
作
活
動
を
支
援
し
て
い
る
団
体
や
、
施

設
の
職
員
、
本
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
に

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

作
品
の
魅
力
を
知
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
、
展
覧
会
な
ど
で
作
品
を
使
用
す
る
場

合
の
作
者
の
権
利
保
護
な
ど
を
テ
ー
マ
に

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　アール・ブリュットセミナー
　in 長岡

日　時　平成 29 年 2 月 25 日（土）13：30 〜 17：30

場　所　あすとぴあ高田ミュゼ雪小町多目的室

参加者　36 名

内容

①講演：
「障がい者の造形活動を支える - アール・ブリュットというまなざし - 」
　講師：小林 瑞恵（社会福祉法人 愛成会 常務理事）

②講演：
「初めての権利擁護、著作権や所有権って ?」
　講師：見竹 泰人（弁護士・森直樹法律事務所）

③ワークショップ：
「身近にある作品を自慢する会」
　ファシリテーター：吉野 さくら

　アール ･ ブリュットを学術的に学ぶ機会として、
日本においてアール ･ ブリュットの普及啓発に尽力
されている社会福祉法人愛成会の常務理事である小
林さんからご講演をいただきました。世界そして日
本のアール ･ ブリュットの歴史をしっかりとひも解
いて、作者との関わり方やその中で見えてきた権利
保護などの課題について解説をいただきました。
　その後、11 月に引き続き弁護士の見竹さんから

『著作権』『所有権』の基本的な知識を学び、最後に
参加者から持ち寄ってもらった作品の魅力をフロア
全体で共有しました。福祉関係者だけでなく、芸術
関係者、本人 ･ 家族の参加も多くにぎやかな 1 日に
なりました。

小林 瑞恵氏（社会福祉法人 愛成会）による講演
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日　時　平成 29 年 2 月 2 日（木）10：00 〜 11：45

場　所　

①就労移行支援・就労継続支援 B 型事業所　青松ワークス

②生活介護事業所　いずみ福祉園

③地域活動支援センターⅡ型事業所　かりん

　新潟県唯一の美術大学である長岡造形大学より、授
業の一環として障害とアートの現場を学生に紹介して
もらえないかとの依頼がありました。美術を勉強した
学生が卒業して社会に出たとき、どのような職業があ
りえるのか？を現場を見て学ぶ内容であり、その一環
として本センターのアートディレクターの仕事を紹介
したいとのことでした。そこで新潟市にある社会福祉
法人慈仁会にご協力頂き、視察研修の受入れが実現し
ました。福祉施設にとって美術系の大学から学生が見
学に来るのは初めてであったことや、1 度に 40 名の
学生が見学することから、打ち合わせを重ねて当日を
迎えました。
　当日はアートディレクターの角地智史より自身が携
わってきた活動と NASC の概要を説明してもらった
後に、実際に創作活動に励んでいるアーティストの方
から自己紹介をいただきました。その後、3 グループ
に分かれ 3 つの施設を巡回し、実際に創作の現場を見
てもらいました。現場では各施設の職員より、作者の
日常についてや、作品をつくる過程についてなどを丁
寧に説明して頂きました。学生にとっても、施設にと
っても初めての機会となった今回ですが、いずれから
も多く明るい感想を頂きました。障害とアートのこれ
からの担い手の為にも福祉、美術という分野を超えた
交流の機会を今後も作っていきたいと思います。

①就労移行支援・就労継続支援 B 型事業所
　青松ワークス

②生活介護事業所　いずみ福祉園 ③地域活動支援センターⅡ型事業所　かりん

アーティストと施設職員の自己紹介

角地 AD より NASC の概要説明

　長岡造形大学
　施設見学のコーディネート

創作
現場

を巡回

日　時　平成 28 年 11 月 1 日（火）13：30 〜 17：30

場　所　新潟県新潟市：ハードオフエコスタジアム新潟会議室

参加者　16 名

　NASC として初めての権利擁護に係る研修会で
した。専門家である弁護士から『著作権』『所有権』
の基本的理解を促してもらい、その後先駆的に事業
を展開しているはじまりの美術館の事例をもとに、
現場として作者の権利保護のために何をするべきか
学びました。NASC の協力委員でもある弁護士の
見竹さんが講師を務めた『初めての権利擁護、著作
権や所有権って ?』の講演内容の抜粋を下記のとお
り示します。

内容

①講演：
「初めての権利擁護、著作権や所有権って ?」
　講師：見竹 泰人（弁護士・森直樹法律事務所）

②実践報告：
「現場の権利擁護 〜商品づくりや展覧会において〜」
　講師：岡部 兼芳（はじまりの美術館　館長）

③セッション：
「法律直談判 ! 〜日頃気になっていること、ざっくばらんに聞いてみよう〜」
　講師：片桐 公彦（新潟県アール・ブリュット・サポート・センター NASC センター長）
　　　　見竹 泰人（弁護士・森直樹法律事務所）
　　　　岡部 兼芳（はじまりの美術館　館長）
　ファシリテーター：
　角地 智史（新潟県アール・ブリュット・サポート・センター NASC アートディレクター）

【感想】
・これからこの視点をしっかり持って考え方をまとめていきたいと

思います
・当施設でも実践できそうな事が多くて、ヒントがもらえて良かっ

たです。
・アール・ブリュットの意味等を丁寧に説明していただき良くわか

りました。著作権では障がいのある人の作品に関わる人として知
っておかなければならない話でもっと勉強しなくてはならないと
思いました。

　著作権とは著作物を自由に処分する権利であ
り、著作物とは思想 ･ 感情を創作的に表現したも
のです。留意する点は、個人の権利を守る一方で、
一般の方にも使ってもらおうと文化の発展を目的
につくられた権利であることです。他の方が使え
ないと文化の発展が期待できないため個人の権利
を全て守る性質の法律ではありません。また権利
は法律上、自分で使うことを想定しており誰かに
やってもらう性質のものではありません。

著作権は何かを作った瞬間に、その表現に発生
する権利です。またアイデアには著作権は発生
しません。アイデアを形にした人に著作権が発
生します。

著作権とは？
所有権とは、持ち主が使用 ･ 処分できる権利で
あり、売買 ･ 譲渡などで権利が発生します。物
件に関わる権利で一番強い権利にあたります。

著作権と所有権の違い

どのような場合に著作権の侵害にあたるかは、
判断が難しいです。これはアール ･ ブリュット
に関わらず一般的に難しく、判断材料として言
えるとすれば、常識的に判断することとその方
にとって損得があるのかという点です。

著作権を侵害するって？
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“何を魅力として、どのように紹介するか”

　

作
品
を
発
表
す
る
機
会
は
障
が
い
あ
る
作
者
や
周
り

の
家
族
、
支
援
員
に
と
っ
て
も
日
々
の
活
力
に
繋
が
る

と
共
に
、社
会
の
人
々
が
作
品
を
通
し
て
緩
や
か
に
“
障

が
い
”
と
出
会
い
、
知
る
、
考
え
る
機
会
と
な
る
な
ど
、

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
作
品
を
発
表
す

る
方
法
は
作
者
で
は
な
く
、
周
り
の
人
に
委
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。“
何
を
魅
力
と
し
、ど
の
よ
う
に
展
示
す
る
か
”
、

N
A
S
C
が
関
わ
っ
た
4
つ
の
展
覧
会
を
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。
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＜概要＞
日時　平成 28 年 7 月 23 日 - 8 月 14 日（10：00 - 18：00）
場所　あすとぴあ高田　5 階「ミュゼ雪小町」（新潟県上越市本町 5 丁目 4 - 5）
主催　社会福祉法人 みんなでいきる
共催　上越市、上越市教育委員会
後援　NPO 法人くびき野 NPO サポーター
企画　NPO 法人はれたりくもったり、（公財）新潟県文化振興財団助成事業

関連イベント
･ オープニング・セレモニー
･ ギャラリー・トーク

この世界の愛し方
〜 Everything is in this world 〜

この世界にまだまだ未知なものはあり、人は独自に

それを見る力がある、という意味が込められています。

日々の中で、自分ではまず説明のつかない衝動に

駆られたとき、人はこの世の何らかの本質と対峙して

いるのではないでしょうか。

その衝動のままに作り続ける彼らは、この世界の

愛し方を知っています。

( 本展アートディレクター井上多枝子 )

　

ま
た
、
日
本
の
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
黎
明
期
か
ら
今
日
ま
で
、

全
国
各
地
で
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
展
覧
会
に
携
わ
ら
れ
た
井
上

多
枝
子
さ
ん
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
た
こ
の
展
覧
会
に
は
、
障
が

い
者
の
つ
く
る
作
品
も
一
般
の
美
術
作
品
と
同
様
に
丁
寧
に
扱
う
姿

勢
や
、
作
品
と
共
に
作
者
を
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
映
像
で
伝
え
る
工
夫

な
ど
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
N
A
S
C
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
大
き

な
一
つ
の
指
標
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
in
上
越
2
の
特
徴
は
、
日
本
を
代
表
す

る
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品
を
一
堂
に
集
め
て
紹
介
し
て
い
る
点

で
す
。
美
術
へ
の
興
味
関
心
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
が
作

品
そ
れ
ぞ
れ
に
心
を
動
か
さ
れ
、
障
が
い
あ
る
人
の
果
て
し
な
い
創

造
力
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
2
回
目
の
開
催
と

な
る
本
展
で
は
、
前
回
を
見
て
楽
し
み
に
し
て
来
た
と
い
う
声
も
数

多
く
寄
せ
ら
れ
、
上
越
高
田
の
地
域
で
の
広
が
り
を
実
感
で
き
る
機

会
と
も
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
が
集
う

1
2

34

1：展示作品（西川 智之）

2：展示作品（石野 敬祐）

3：展示風景

4：展示作品（戸來 貴規）

コンセプト
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来場者の感想
・ほとばしる感覚と物凄い集中力に圧倒されました。ため

息が全ての作品の前でもれました。
・紹介されるまでアール・ブリュットの存在を知りません

でした。もっと多くの人にアール・ブリュットが届く
ことを願っています。

・今年も楽しみにしていました。人間の根源のようなもの
が揺さぶられる感覚、「怖い」というものに近いような
感覚でした。

【
概
念
を
突
き
崩
す
も
の
】

ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
in
上
越
2
の
開
催
に
合
わ

せ
て
、
作
品
の
で
き
る
過
程
を
記
録
し
た
映
画
を
上
映
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
1
5
0
名
を
超
え
高
田
世
界
観
は

超
満
員
。
一
同
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
流
さ
れ
る
10
の
創
作

現
場
に
く
ぎ
づ
け
に
な
り
ま
し
た
。

上
映
会
終
了
後
に
、
実
際
に
映
画
を
撮
っ
た
代
島
監

督
、
ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
in
上
越
2
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
を
つ
と
め
て
も
ら
っ
た
井
上
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

交
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

創
作
の
現
場
で
し
か
見
れ
な
い
世
界
、
そ
れ
を
支
え

る
家
族
や
施
設
職
員
の
存
在
、
そ
し
て
作
品
を
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
し
て
い
く
中
で
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
方
、
言
い

換
え
る
と
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
い
の
か
と
い
っ
た
よ

う
に
話
題
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
心
不
乱
に
衝
動
の
ま
ま
に
芸
術
活
動
に
打
ち
込
む

彼
ら
の
世
界
は
、
我
々
の
概
念
を
突
き
崩
す
も
の
凄
い
力

が
あ
る
。
ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
完
全
に
分

か
り
合
う
こ
と
は
難
し
い
と
し
て
も
1
人
ひ
と
り
の
暮
ら

し
や
人
生
を
共
感
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
こ
と

を
、
ふ
と
感
じ
る
1
日
に
な
り
ま
し
た
。

日　時　平成 28 年 7 月 24 日（日）13：30 〜 16：15
場　所　高田世界館
ゲスト　代島治彦（本作品監督）
　　　　井上多枝子（NPO 法人はれたりくもったり　アートディレクター）

　　　　角地智史（新潟県アール ･ブリュット ･ サポート ･ センター アートディレクター）

聴き手　片桐公彦（新潟県アール ･ブリュット ･ サポート ･ センター センター長）

アール ･ ブリュット展 in 上越 2 同時企画

年齢層

10 〜 20 代　19%

30 〜 40 代　37%

50 〜 60 代　32%

70 代以上　   12%

満足度

とても満足　60%

満足　　　　39%

やや不満足　  1%

不満足　　　  0%
作家数 - 14 名

来場者数 名
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人にはそれぞれ価値観がある

育ってきた地域、環境、出会った人々…

少なからず影響を受けながら

ひとりひとりの価値感がうまれてくる

どことなく、他人（人）の価値観に頼ってしまう私…

ここにある作品と作者の物語がつながった時

他人（ひと）の価値観に頼らない様に

尊さと力強さを覚える

脱ぎ捨てよう私の枠（フレーム）を

歩み寄ろう、あなたの価値へ…

力強いメッセージのタネが、新たな花々を咲かせてくれる

　

新
発
田
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
特
徴
は
、
施
設
の
職
員
さ
ん
た

ち
が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
展
覧
会
を
企
画
、
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
自
分
た
ち
の
施
設
の
利
用
者
の
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
新
潟
県

内
の
福
祉
施
設
を
周
り
、
作
品
を
集
め
て
き
ま
す
。
作
品
集
め
る
と

同
時
に
、
作
者
の
こ
と
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
聞
き
取
り
を
し
て
、
キ

ャ
プ
シ
ョ
ン
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
通
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
の
中
に
は
家
の
襖
を
そ
の
ま
ま
借
り
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、

親
御
さ
ん
と
の
日
頃
か
ら
の
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
展
示
だ

と
思
い
ま
す
。
作
品
を
ど
の
よ
う
に
見
せ
る
か
に
つ
い
て
も
、
職
員

さ
ん
同
士
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
ま
す
。
搬
入
日
に
は
職
員
さ
ん

が
作
品
を
前
に
、
こ
の
角
度
で
見
せ
た
方
が
い
い
、
い
や
こ
の
角
度

が
い
い
、
と
議
論
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
展
覧
会
は
、
い
わ
ゆ
る
美
術
館
の
展
覧
会

と
は
異
な
り
、
あ
る
種
の
大
胆
さ
や
、
突
拍
子
の
な
さ
が
あ
る
展
示

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
こ
そ
が
面
白
み
で
あ
り
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

福
祉
施
設
が
展
覧
会
を
す
る
こ
と

13 2
1：襖に描かれた平面作品

2：会場となった寺内部の展示風景

3：庭に設置された立体作品

概要
日時　平成 28 年 10 月 1 日 - 5 日（10：00 -  17：00）
場所　新発田市長徳寺（新潟県新発田市大栄町 2 ‐ 7 ‐ 22）
主催　社会福祉法人　のぞみの家福祉会 のぞみ工房
共催　敬和学園大学、新潟県アール・ブリュット・サポート・センター NASC
後援　新発田市、新発田市教育委員会、新潟日報、FM しばた

満足度 

とても満足　83%

満足　　　　17%

やや不満足　  0%

不満足　　　  0%

年齢層

10 〜 20 代　16%

30 〜 40 代　45%

50 〜 60 代　35%

70 代以上　    4%

コンセプト

作家数 - 20 名来場者数 名
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概要
日　　時　平成 28 年 11月 19 日（13：00 - 19：00）20 日（9：00 - 16：00）
場　　所　アオーレ長岡 市民交流ホール B.C（長岡市大手通 1 丁目 4 番地 10）　
主　　催　新潟県アール・ブリュット・ネットワーク 
     　　　 新潟県アール・ブリュット・サポート・センター NASC
共　　催　長岡市 / なうネット長岡
後　　援　長岡市教育委員会
総合演出　角地智史
空間演出　小出真吾
イベント　11 月 19 日　（14：00 - 14：30）
　　　　　ギャラリートーク　角地智史（本展アートディレクター ）

障がいのある人が作り出すものがある。

素朴な色、大胆な線、繊細な形、圧倒的な量。

私たちはそんなものを前に、なんとも言えない気持ちになる。

自分とは全く異なる感性に、どこか遠い気分になったりする。

けれど、それは作る人の日々の中では当たり前に作られたりしている。

そんな作る人の暮らしぶりを知ると、少しそのものが変わって見える。

新潟にもあちこちに作る人がいて、案外自分のすぐ近くで、ものが生まれている。

素朴な色、大胆な線、繊細な形、圧倒的な量と共に、ひとつかみの暮らしを紹介する。

（本展アートディレクター　角地智史）

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
創
作
を
支
え
る
、
施
設
職
員
さ
ん
や
ご
家
族

に
対
し
て
の
ね
ら
い
と
し
て
、
改
め
て
自
分
た
ち
の
創
作
支
援
を
見

つ
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
機
会
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
は
周
り
の
人
が
あ
ま
り
魅
力
を
感

じ
て
い
な
か
っ
た
り
、
日
々
の
中
で
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
た
り
す

る
、
小
さ
な
も
の
ご
と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
展
覧
会
を
企
画
し
ま
し
た
。　

《
ね
ら
い
》

1

2

3

4

1：展示風景

2：展示風景（入口付近）

3：会場までの案内サイン

4：会場のアオーレ長岡

コンセプト



4243

　

展
示
す
る
こ
と
で
、
職
員
さ
ん
が
も
の
を
見
直
す
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
さ
な
も
の
ご
と
を
背
景
に
焦

点
を
当
て
て
展
示
す
る
こ
と
で
、
展
示
を
見
た
他
の
施
設

の
職
員
さ
ん
が
自
分
の
施
設
に
も
あ
る
も
の
に
も
目
を
向

け
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
成
果
》

見
た
く
な
る
台
を
つ
く
る

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
「
作
品
の
魅
力
を
ど
う
引
き
出
す

か
」
を
常
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か

で
生
ま
れ
た
、
と
て
も
魅
力
的
だ
け
ど
今
ま
で
作
品
と
し

て
扱
わ
れ
に
く
か
っ
た
も
の
た
ち
。
そ
の
魅
力
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
る
か
、
作
品
た
ち
と
向
き
合
い
な
が
ら
空
間
を

構
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

展
示
台
は
基
本
と
な
る
構
造
は
同
じ
で
す
が
、
作
品
に

応
じ
て
天
板
の
形
や
高
さ
、
素
材
や
色
な
ど
が
す
べ
て
異

な
り
ま
す
。
繰
り
返
し
作
り
続
け
ら
れ
た
作
品
の
圧
倒
的

な
数
や
、
そ
の
作
品
た
ち
の
日
々
の
変
化
や
違
い
、
そ
の

魅
力
は
様
々
で
す
。
無
数
の
穴
が
空
い
た
シ
ル
エ
ッ
ト
を

強
調
す
る
た
め
に
透
明
な
天
板
を
使
い
床
に
影
を
落
と
し

た
り
、
色
々
な
紙
や
チ
ラ
シ
が
使
わ
れ
て
い
る
の
を
わ
か

る
よ
う
裏
面
が
見
え
る
よ
う
に
鏡
を
利
用
し
た
り
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
展
示
台
に
仕
掛
け
を
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
展
覧
会
は
、
主
催
者
側
も
作
品
展
示
の
経

験
が
少
な
く
、
そ
う
い
っ
た
方
達
と
一
緒
に
自
分
た
ち
で

設
営
が
で
き
る
よ
う
な
展
示
台
に
し
て
い
ま
す
。
展
示
台

は
い
く
つ
か
の
パ
ー
ツ
に
分
解
で
き
、
今
後
の
作
品
展
示

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
作
品
の
魅
力
だ

け
で
な
く
、
そ
の
魅
力
を
『
色
々
な
人
た
ち
に
伝
え
て
い

く
魅
力
』
も
主
催
者
の
方
達
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

　

展
覧
会
を
行
う
3
ヶ
月
前
に
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
基
本
的

な
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
関
す
る
講
演
と
共
に
、「
身

近
に
あ
る
作
品
を
自
慢
す
る
会
」
と
題
し
、
参
加
者
に
作

品
を
持
ち
寄
っ
て
も
ら
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま

し
た
。
自
分
の
持
っ
て
き
た
作
品
に
つ
い
て
、
主
体
的
に

話
し
手
と
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
ご
と
と
し
て
ア

ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
捉
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
持
ち
よ
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
私
た
ち
も
数
々
の

作
品
と
出
会
う
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
出
会
っ
た
も
の
の
一
つ
に
、
紙
を
切
り
抜
い

た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
1
枚
の
も
の
自
体
に
目
を
惹
か

れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
職
員
さ
ん
に
そ
の

背
景
を
聞
く
と
自
宅
で
切
り
抜
い
た
も
の
を
、
施
設
に
来

所
す
る
際
に
職
員
に
渡
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

た
だ
、
施
設
と
し
て
は
紙
が
溜
ま
る
一
方
だ
っ
た
の
で
困

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
で
“
つ
く
っ
た
も

の
を
あ
げ
る
”
身
近
な
人
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
段
と
し
て
、
創
作
を
し
て
い
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
展
覧
会
で
は
同
じ
よ
う
に
つ
く
っ
た

も
の
を
職
員
に
あ
げ
て
い
る
作
者
と
対
に
並
べ
、
そ
の
背

景
を
紹
介
し
ま
し
た
。

《
と
り
く
み
》

上：持ち寄った作品の魅力をグループに別れて発表し合う

中：持ち込まれた作品

下：持ち込まれた作品

おもちゃのテーブルをイメージした展示台 70 台の車の作品が一列に並ぶ細長い展示台スクラップブックを敷き詰めた展示台

上の段がアクリル板、下の段が鏡になっていて作品の裏面もみることができる。

アクリル板の上に並べらた無数の穴が開けられた作品。スポットライトが当てられ、床に影がおちる。

本
展
空
間
演
出

デ
ザ
イ
ナ
ー　
　

小
出 

真
吾
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来場者感想
・知的障がいの娘と来ました。ハサミで細かく切った折り

紙で貼り絵をするのが大好きです。この出会いに感謝
です。ありがとうございました。

・全く美術・芸術に興味のなかった私の様なものが 1 時間
半も会場にいました。心打たれる作品ばかりでした。素
敵なものをみせていただき、ありがとうございました。

・作品だけでなく作者の日常、生い立ち、作品が完成する
までの経緯がつづられていたことが良かったです。

・物に対する愛情にあふれた作品ばかりでした。自分が大
人になるにつれて目に入らなくなっていた身近な大切
なものがこんなにもあるんだなと思いました。

　

法
律
や
制
度
、
芸
術
作
品
や
地
域
交
流
な
ど
何
か

が
生
ま
れ
る
と
き
、
変
化
を
も
た
ら
す
と
き
に
は
そ

の
出
発
地
点
に「
暮
ら
し
」が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
in
長
岡
で
特
に
こ
の

事
を
感
じ
ま
し
た
。
彼
ら
の
日
々
の
暮
ら
し
か
ら

産
ま
れ
て
く
る
形
（
作
品
）
は
、
観
た
人
の
心
を

動
か
し
、
よ
り
深
く
「
共
に
暮
ら
し
て
い
る
」
と

い
う
実
感
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

長
岡
展
に
携
わ
っ
た
当
法
人
ス
タ
ッ
フ
は
、
芸
術
に

全
く
縁
の
な
い
者
ば
か
り
で
し
た
。
作
品
の
見
方
、

資
材
の
使
い
方
、
何
か
ら
何
ま
で
全
て
が
一
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
片
桐
セ
ン
タ
ー
長
や
角
地
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
牽
引
、
長
岡
市
を
始
め
と
す
る
様
々

な
関
係
機
関
と
の
協
力
に
よ
り
、
成
功
へ
向
か
っ
て

進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
長
岡
展
が
終
わ
っ
た
後
、
多
く
の
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。
第
一
に
作
家
の
変
化
。
初
め
て
作

品
を
提
供
し
、
展
示
さ
れ
る
。
彼
に
と
っ
て
人
に

観
ら
れ
る
と
い
う
感
覚
は
、
次
の
創
作
衝
動
を
駆
り

立
て
た
の
か
、
長
岡
展
の
数
日
後
に
新
た
な
、
そ

れ
も
全
く
趣
向
の
違
う
作
品
を
職
員
に
渡
し
て
い

ま
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
無
言
で
、
話
し
か
け

る
わ
け
で
も
な
く
、
し
か
し
そ
の
新
作
は
彼
か
ら

の
何
か
し
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　

次
に
、
携
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
変
化
。
前
述
の
作

家
の
新
作
は
、
一
本
の
人
毛
を
寸
分
狂
わ
ず
均
等
に

何
度
も
結
ん
で
あ
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
を
渡
さ
れ

た
職
員
は
、
こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
「
な
ん
だ
こ
れ
は
」

と
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
職
員
の
反
応
は
「
な
ん
だ

こ
れ
は
」
と
思
う
も
の
の
、
ワ
ク
ワ
ク
感
に
溢
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
彼
ら
が
作
る
ア
ー
ト
を
知
り
た
い
、

他
の
誰
か
に
観
て
も
ら
い
た
い
、
知
っ
て
も
ら
い
た

い
、
こ
ん
な
感
情
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
大
き
な
変
化
で
あ
り
、
長
岡
展
の
成
果
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
先
生
か
ら
は
、「
彼
ら
の
表
現
を
発

表
す
る
場
が
あ
り
非
常
に
感
動
し
た
。」
ご
家
族
か
ら

も
、「
我
が
子
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
う
喜
び
の
声
が
多
く
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
喜
び
が
1
人
で
も
多
く
の
方
と
分
か
ち
合

え
る
よ
う
、
日
本
の
、
新
潟
の
、
長
岡
の
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
が
今
以
上
に
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
が
描
く
線
、
繋
が
る
心

特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
れ
た
り
く
も
っ
た
り

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　
　
　
　

井
上
多
枝
子

社
会
福
祉
法
人
中
越
福
祉
会

障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
し
じ　
　

足
立
裕
介

　

7
月
に
上
越
市
で
「
社
会
福
祉
法
人
み
ん
な
で
い
き
る
」
の
皆
様
と
展

覧
会
を
実
現
し
た
と
き
、
展
覧
会
開
催
へ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
学
ぼ
う
と

さ
れ
る
そ
の
ひ
た
む
き
さ
か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み
へ
の
期
待
を
膨
ら
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
内
、
佐
渡
島
の
作
品
調
査
に
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
多
大
な
可
能
性
を
見
ま
し
た
。
近
所
や
知
り
合
い
の
方
々
、

時
々
訪
ね
て
く
る
福
祉
相
談
員
し
か
知
ら
な
い
、
非
常
に
個
人
的
な
表
現

活
動
。
自
分
や
他
人
に
褒
め
ら
れ
る
た
め
で
も
な
く
、
た
だ
た
だ
淡
々
と

日
々
、
続
け
て
い
る
表
現
。
そ
れ
が
な
ん
で
あ
る
か
な
ど
、
や
は
り
簡
単

に
言
葉
に
言
い
く
る
め
ら
れ
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

11
月
の
長
岡
市
で
の
展
覧
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
を
見
つ
め
た
か
ら

こ
そ
の
展
示
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル「
日
々

是
好
日　

暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
」
は
、
ま
さ
し
く
新
潟
県
で
見
た

作
家
た
ち
を
指
す
も
の
で
す
。
彼
ら
自
身
を
塗
り
替
え
る
の
で
は
な
く
、

た
だ
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
私
た
ち
の
活
動
の
意
味
深
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

N
A
S
C
は
展
覧
会
を
開
催
す
る
だ
け
で
な
く
、
作
家
た
ち
を
人
と

繋
い
だ
り
、
相
談
を
受
け
た
り
、
集
ま
っ
て
考
え
た
り
と
い
う
様
々
な
活

動
を
軸
に
し
て
い
ま
す
。
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
作
家
そ
れ
ぞ
れ
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
、
ま
た
社
会
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
ゆ
っ
く
り
検
証
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
様
々
な
こ
れ
か
ら
の
事
例
に
ひ
た
む
き
に
向
き
合
う
こ
と
。
作
家
の

表
現
す
る
日
々
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
た
だ
寄
り
添
う
だ
け
。

そ
れ
こ
そ
が
表
現
の
可
能
性
を
探
り
、
そ
の
魅
力
と
立
ち
会
え
る
方
法
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

作家本人や関係者も訪れ、交流をはかった。

ギャラリートークで作品解説を行った。

長岡市長も来場し、意見交換を行った。

沢山の来場者で賑わう展示会場。

年齢層

10 〜 20 代　  4%

30 〜 40 代　27%

50 〜 60 代　50%

70 代以上　   19%

満足度

とても満足　61%

満足　　　　37%

やや不満足　  2%

不満足　　　  0%
作家数 - 20 名

来場者数 名
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「
す
で
に
展
覧
会
で
評
価
さ
れ
て
い
る
人
の
隣
の
席
で
、
そ
の
人

と
同
じ
よ
う
な
熱
量
で
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
を
描
い
て
い
る
人
が
い
る

の
だ
け
ど
、
な
ん
と
か
展
示
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
」
あ
る
職

員
さ
ん
か
ら
そ
ん
な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
を
進
め
る

中
で
誰
が
見
て
も
面
白
い
と
思
え
る
も
の
に
も
出
会
う
の
で
す
が
、

そ
う
で
は
な
い
作
品
に
も
多
数
出
会
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
も
の
ご

と
を
、
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
課
題
と
し
て
見
え
て

き
ま
し
た
。
障
が
い
・
ア
ー
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
福
祉
施
設

や
家
族
、
市
民
の
方
と
共
に
、
こ
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
、
新
し
い

展
覧
会
の
形
を
模
索
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
覧
会
を
一
緒
に
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
創
作
を
支
え

る
人
同
士
が
集
い
話
し
合
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
を
深
め

る
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
為
、
会
場
は
主
に
参
加
者
の

福
祉
施
設
と
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
休
憩
時
間
に
は
施
設

で
つ
く
ら
れ
た
お
菓
子
を
提
供
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
施
設
紹
介
、

自
慢
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
家
族
や
職
員
さ
ん
に
と
っ
て
、
自

分
の
関
わ
り
の
あ
る
施
設
以
外
を
知
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

企
画
/
角
地
智
史

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
/
吉
野
さ
く
ら
・
掛
川
洋
規

参
加
者
/ 

福
祉
施
設
職
員
6
名　

家
族
4
名　

一
般
市
民
4
名

展
覧
会
の
次
の
形
に
つ
い
て

一
緒
に
話
し
合
い
な
が
ら
つ
く
る

1：会期中賑わう会場

2：ワークショップに持ち寄られた作品

3：ワークショップに持ち寄られた作品

1

2

3
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・
何
を
質
問
し
て
も
良
い
。
話
し
た
く
な
い

こ
と
は
話
さ
な
く
て
良
い
。

・
油
性
ペ
ン
で
一
発
書
き
す
る
。
下
書
き
は

し
な
い
。

・
履
歴
書
に
し
な
い
。
文
章
に
す
る
こ
と
。

①
グ
ル
ー
プ
内
に
分
か
れ「
つ
ま
ら
な
い
作
品
」を
紹
介
し
合
う
。

②
事
前
課
題
と
し
て
書
い
て
き
て
い
る
質
問
シ
ー
ト
の
内
容
を

基
に
話
し
、
グ
ル
ー
プ
内
の
他
の
人
た
ち
か
ら
の
質
問
で
更

に
深
め
て
い
く
。

③
そ
の
と
き
に
出
て
き
た
言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
模

造
紙
に
メ
モ
す
る
。

　

実
際
の
会
場
で
伝
え
方
を
考
え
る
。

①
前
回
の
ワ
ー
ク
と
同
様
に
、
自
分
の
強
み
と
作
品
の
魅
力
を

掛
け
合
わ
せ
て
、
伝
え
方
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
。

②
自
由
に
ワ
ー
ク
を
進
め
て
も
ら
う
。
基
本
的
に
個
人
ワ
ー
ク

で
あ
る
が
、
近
く
の
人
と
話
し
な
が
ら
考
え
て
も
良
い
。

③
会
場
で
使
え
る
什
器
を
選
択
す
る
と
と
も
に
、
自
分
が
ど
の

場
所
で
展
示
を
行
い
た
い
か
を
決
定
す
る
。

ね
ら
い

ね
ら
い

参
加
者
へ
の
課
題

作
品
の
魅
力
の
伝
え
方
を
考
え
る
ワ
ー
ク

ね
ら
い

ね
ら
い

ワ
ー
ク

参
加
者
へ
の
事
前
課
題

つ
ま
ら
な
い
作
品
に
つ
い
て
の
魅
力
を
話
す

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ワ
ー
ク

ひ
と
く
ふ
う

　

自
分
に
と
っ
て
の
“
良
い
”
を
見
つ
け
る
。

○
お
互
い
に
ど
ん
な
人
か
を
知
り
合
う
。

○
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

作
品
の
背
景
に
あ
る
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
伝
え
ら
れ

る
の
か
、
そ
の
工
夫
を
考
え
る
。

　

今
回
展
示
し
て
み
た
い
作
品
を
持
っ
て
く
る
。
そ
の
作
品
の

魅
力
を
言
葉
に
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
持
っ
て
き
た
作
品
の
魅
力
を
自
分
自
身
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
つ
な
げ
て
、
伝
え
る
方
法
を
考
え
る
。

①
1
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
と
き
に
作
成
し
た
自
己
紹
介

シ
ー
ト
も
参
考
に
、
自
分
自
身
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
付
箋
に
書

き
出
す
。

②
作
品
×
自
分
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
伝
え
方
を
個
人
で
考
え
、
付
箋

に
書
く
。

③
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
、
10
月
の
展
示
で
実
際
に
活

か
す
も
の
を
絞
り
、
決
定
す
る
。

　

展
示
会
場
を
見
な
が
ら
展
示
プ
ラ
ン
を
立
て
、
見
せ
方
に
お

け
る
工
夫
を
考
え
る
。

①
2
人
ペ
ア
に
な
り
話
し
手
と
聞
き
手
に
分
か
れ
る
。

②
“
今
の
自
分
と
「
実
は
」
な
一
面
”
と
の
テ
ー
マ
に
そ
れ

ぞ
れ
が
相
手
の
こ
と
を
聞
い
て
い
く
。

③
聞
い
た
の
ち
、
“
実
は
〇
〇
な
〇
〇
さ
ん
”
と
の
タ
イ
ト

ル
の
元
に
相
手
の
こ
と
を
記
述
す
る
。

④
そ
の
際
「
私
は
〇
〇
（
相
手
の
名
前
）
で
す
。」
と
、
相
手

に
成
り
代
わ
っ
た
文
体
で
記
述
す
る
。

回回

回回

つ
ま
ら
な
い
作
品
に
つ
い
て
の

魅
力
を
話
す
会

実
際
の
展
示
を
考
え
る
会

作
品
の
背
景
の
伝
え
方
を

考
え
る
会

8 月 5 日
19:00  - 21:00

場所 :NPO 法人
スペース Be

9 月 30 日
19:00 -  21:00

場所 : 医学町ビル

8 月 26 日  19:00  - 21:30
場所 :（社福）更生慈仁会 かりん

9 月 9 日
19:00 - 21:30

場所 : 中地区公民館

プ
ロ
グ
ラ
ム

今
の
私
と
実
は 

質
問
シ
ー
ト
へ
の
記
入

・
つ
ま
ら
な
い
作
品
の
魅
力

　
　

例

：

一
見
〇
〇
だ
が
〇
〇
、
作
者
に
と
っ
て
〇
〇
、
私
に
と
っ
て
〇
〇

・
つ
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
理
由

　
　

例

：

〇
〇
な
環
境
の
た
め
、
〇
〇
を
知
ら
な
い
た
め
、
〇
〇
な
作
品
の
た
め

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
形
と
し
て
、
言
葉
だ
け
で
話
を
進
め

て
い
く
と
、
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
受
け
取
り
方
の
違
い

な
ど
か
ら
場
が
滞
る
。
一
度
言
葉
か
ら
離
れ
て
作
品
を
前

に
話
を
す
る
方
が
場
が
進
む
こ
と
が
あ
る
と
分
か
っ
た
。

企画者
感想

　

互
い
に
良
い
影
響
を
受
け
合
う
良
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

な
り
ま
し
た
。
な
ん
の
展
示
も
し
な
い
自
分
が
関
わ
れ
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
当
事
者
で
な
く
と
も
関
心
を

持
つ
人
が
入
り
込
め
る
隙
の
あ
る
集
ま
り
で
あ
る
と
、
良

い
と
思
い
ま
し
た
。

参加者
感想
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概要
日時　平成 28 年 10 月 22 , 23 日 (10:00-20:00/ 10:00-16:00)
場所　医学町ビル 201（新潟県新潟市中央区医学町通 1 番町 41）
企画　角地智史
主催　アートキャンプ新潟
共催　新潟県アール・ブリュット・サポート・センター NASC
　　　水と土の文化創造都市・市民プロジェクト 2016

　

2
日
間
あ
る
搬
入
期
間
の
内
、
参
加
者
は
都
合
の
良
い
日
に

プ
ラ
ン
に
従
い
を
展
示
行
う
。
主
催
者
は
全
体
の
会
場
が
作
ら

れ
て
い
く
の
を
確
認
し
な
が
ら
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
微
調
整

し
て
い
く
。

ね
ら
い

ワ
ー
ク

　

展
示
を
実
際
に
形
に
し
て
い
く
。

回

作
品
を
展
示
す
る

10 月 20,21日
19:00 -  21:00

場所 : 医学町ビル

障がいのある人が作り出すものがある。

素朴な色、繊細な形、圧倒的な量。

それらは一目で僕たちを惹きつける。

一方で上手に描かれたセーラームーンがある。

僕にとってはなんてことのない絵だけど、

施設職員さんがもらったものなんです、

と言って大切にしている。

その人だから知っている魅力がある。

その魅力を知りたいなと思う。

（本展アートディレクター　角地智史）

コンセプト

・
障
が
い
あ
る
作
者
に
最
も
近
い
人
が
、
作
品
セ

レ
ク
ト
か
ら
展
示
ま
で
を
行
う
こ
と
で
、
周
り
の

人
の
作
者
へ
の
思
い
の
熱
量
が
そ
の
ま
ま
展
示
に

現
れ
て
い
た
。
展
示
か
ら
関
係
性
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

企画者
感想

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
何
回
も
す
る
展
覧
会
は
初
め

て
、
あ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
っ
た
か
ら
頑
張
れ

た
。「
ど
ん
な
も
ん
だ
い
！
」な
作
品
展
じ
ゃ
な
い
。

・
障
が
い
の
有
無
で
は
な
く
、
物
語
と
し
て
成
立

し
て
い
る
作
品
ば
か
り
。

・
作
者
本
人
が
来
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
良
か
っ

た
。
一
緒
に
絵
を
描
い
た
。
言
葉
で
は
な
い
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
。

参加者
感想

展
覧
会
後
の
感
想

来場者数 名

作品展示風景

回当
日
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障
が
い
の
あ
る
人
の
作
品
レ
ン
タ
ル
を
通
し
て
、
障

が
い
の
あ
る
人
と
社
会
、
人
と
人
と
の
関
係
を
結
び
、

コ
ト
コ
ト
と
深
め
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
。
レ
ン

タ
ル
料
は
1
作
品
に
つ
き
1
ヶ
月
3
0
0
0
円
、
1

年
契
約
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
レ
ン
タ
ル
料
の
一
部
は

作
家
に
支
払
わ
れ
る
。

　

現
在
で
は
（
平
成
28
年
2
月
24
日
現
在
）、
17
ヶ
所

20
作
品
が
常
設
で
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
新
潟
駅
の

構
内
に
て
“
エ
キ
ゴ
ト
美
術
館
”
と
題
し
た
、
作
品

の
フ
ラ
ッ
グ
展
示
も
行
わ
れ
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

作
品
が
日
常
の
中
で
目
に
触
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
の
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
、
新
潟
県
内

の
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
全
21
店
舗
で
各
2
作
品
を
展
示
す
る

“
モ
ス
ご
と
美
術
館
”
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

《
ね
ら
い
》

上：飲食店での展示

右：スーパー銭湯での展示

中：老舗寿司店での展示

左：新潟駅でのフラッグの展示

上：展示風景

左：ワークショップの様子

中：作家によるライブペイント

右：ワークショップの様子

＜概要＞
日時　平成 29 年 3 月 11 日 - 13 日
　　　（10：00 - 18：00）
場所　新潟市 東区プラザ
　　　新潟県新潟市東区下木戸１丁目４- １
主催　アートキャンプ新潟実行委員会
後援　新潟市、新潟市東区社会福祉協議会
助成　県民たすけあい基金

関連イベント
･ ワークショップ
　堀川久子（踊り）+ 古田木綿子（音楽）
　うーぱーるーぱー工作室、田中勝彦
・イベント「ナイトミーティング」　

県内の
取り組み

県内の
取り組み

　

ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
と
は
、
新
潟
に
暮
ら
す
障
が

い
が
あ
る
人
々
の
創
造
活
動
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
活

動
す
る
団
体
で
す
。
障
が
い
が
あ
る
人
々
の
創
り
だ
す

ア
ー
ト
作
品
に
は
、
時
折
ハ
ッ
！
と
す
る
ぐ
ら
い
パ
ワ

ー
を
も
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
新
潟
の
地
に
も
、

そ
の
よ
う
に
ハ
ッ
！
と
す
る
よ
う
な
ア
ー
ト
作
品
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
ア
ー
ト
作
品
た
ち
を
も
っ

と
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
そ

の
ア
ー
ト
作
品
を
生
み
出
す
人
々
に
と
っ
て
創
作
活
動

が
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
術
と
な
っ
た
ら
い
い
。

　

そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
「
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
」

は
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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あらためて話を聞きにいこう

　

作
品
を
発
表
し
た
こ
と
で
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
変

化
が
あ
っ
た
の
か
。
作
者
、
支
援
員
、
家
族
に
改
め
て

会
い
に
行
き
話
を
伺
い
ま
し
た
。

聞
き
手　

角
地
智
史

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

写
真
家
/ 

N
A
S
C
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟 

理
事

2
0
1
3
年
よ
り
障
害
者
の
創
作
活
動
を
豊
か
に
す
る
市
民
団
体
“
ア
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
” 

と
し
て
、
様
々
な
展
示
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
企
画
。

2
0
1
6
年
よ
り
N
A
S
C
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
作
品
調
査
か
ら
、

展
覧
会
“
日
々
是
好
日
”
や
“
障
が
い
・
ア
ー
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
”
の

総
合
演
出
を
行
っ
た
。
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1
回
目
の
調
査
時
に
出
会
っ
た
嵯
峨
谷
正
敏
さ
ん
。
こ

の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
、
長
岡
市
で
開
催
し
た
ア
ー
ル

･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
in
長
岡
（
平
成
28
年
11
月
19
〜
20
日
）

に
作
品
を
展
示
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
（
チ
ラ
シ
の
表
紙

に
も
作
品
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）。
毎
日
の
よ

う
に
佐
渡
の
身
近
な
風
景
を
描
き
続
け
る
嵯
峨
谷
さ
ん
。

展
示
後
の
反
響
を
含
め
た
嵯
峨
谷
さ
ん
の
近
況
、
そ
し
て

今
後
の
展
望
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

角　

嵯
峨
谷
さ
ん
、今
日
は
長
岡
展
の
報
告
に
来
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ　

盛
況
だ
っ
た
と
聞
い
と
る
。
あ
れ
だ
け
の
展
示
会
、

陳
列
す
る
の
ん
が
大
変
だ
わ
。
ま
あ
、
ケ
ー
キ
用
意

し
と
る
し
食
え
っ
ち
ゃ
。

角　

絵
を
展
示
し
て
み
て
、
そ
の
後
ど
う
で
す
か
?

さ　

嬉
し
か
っ
た
。
新
聞
に
も
載
っ
た
か
ら
、
友
達
か
ら

も
見
た
ぞ
見
た
ぞ
と
連
絡
も
ろ
た
。

本　

父
ち
ゃ
ん
、
家
に
展
示
し
と
っ
た
絵
、
ど
こ
い
っ

た
の
?

さ　

納
屋
に
あ
る
。
み
ん
な
、
納
屋
に
も
っ
て
い
っ
た
。

本　

個
展
、
開
い
て
み
て
ど
ん
な
感
じ
?

さ　

近
所
の
人
が
見
に
来
て
く
れ
る
。若
い
子
も
来
と
る
。

お
世
話
に
な
っ
た
病
院
な
ん
か
に
も
は
が
き
で
案
内

出
し
た
。

【
再
会
】

描
き
続
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
人
生
也
　

－

暮
ら
し
の
中
の
一
場
面

－ 　
　

嵯
峨 
谷
正
敏

―
個
展
の
開
か
れ
て
い
る
納
屋
の
2
階
に
移
動

さ　

個
展
開
く
た
め
に
額
、
買
っ
た
っ
ち
ゃ
。

本　

大
変
だ
っ
た
ね
。

さ　

1
つ
3
6
0
0
円
も
し
た
っ
ち
ゃ
。
2
階
に
運
ぶ

の
ん
も
大
変
で
の
。

角　

ち
ゃ
ん
と
観
賞
用
に
ソ
フ
ァ
と
み
か
ん
ま
で
用
意
し

て
ま
す
ね
。

さ　

お
茶
も
熱
い
ん
だ
。
飲
ん
で
く
れ
。

角　

お
茶
も
熱
い
ん
で
す
か
（
笑
）。
毎
日
淹
れ
て
い
る

ん
で
す
ね
。

本　

父
ち
ゃ
ん
、
お
も
て
な
し
だ
ね
。

さ　

若
い
子
も
喜
ん
で
く
れ
と
る
。

本　

こ
っ
ち
の
椅
子
に
父
ち
ゃ
ん
が
座
っ
て
、
説
明
す
ん

だ
な
。

さ　

う
ん
。

角　

そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
体
験
し
て
も
い
い
で
す
か
。

さ　

い
い
よ
。

角　

じ
ゃ
あ
、
解
説
し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
す
か
。
ま

ず
、
い
つ
か
ら
展
示
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

さ　

11
月
の
25
日
だ
な
。
う
ん
。

角　

前
に
も
、
こ
う
や
っ
て
納
屋
に
絵
を
展
示
し
た
こ
と

は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

【
納
屋
の
展
覧
会
】

＜ Interviewee ＞
　嵯峨谷正敏

＜ Interviewer ＞
　角地智史（新潟県アール ･ブリュット･ サポート･ センター アートディレクター）
　本間奈美（障がい者相談支援事業所こもれび相談支援専門員）

　photo by　衣笠名津美　

さ
：
嵯
峨
谷
正
敏

角
：
角
地
智
史

本
：
本
間
相
談
支
援
専
門
員
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角　

マ
ジ
ッ
ク
を
使
い
だ
し
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
す

か
?

さ　

5
〜
6
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
か
の
。

角　

こ
の
絵
の
中
で
、
特
に
お
気
に
入
り
は
あ
り
ま
す

か
?

さ　

や
っ
ぱ
り
風
景
が
良
い
と
力
が
入
る
。
同
じ
風
景
を

5
〜
6
枚
描
く
こ
と
も
あ
る
。
友
達
に
く
れ
た
り
、

兄
弟
に
く
れ
た
り
の
。

角　

絵
を
描
い
た
ら
、
あ
げ
る
ん
で
し
た
っ
け
?

さ　

う
ん
、
あ
げ
る
。
俺
、
今
、
持
っ
と
る
の
ん
ち
ゅ
う

た
ら
、
こ
れ
だ
け
。

角　

今
、
持
っ
て
い
る
は
こ
れ
だ
け
で
す
か
?

さ　

う
ん
。
み
ん
な
く
れ
た
。
病
院
の
院
長
先
生
に
も
く

れ
る
し
な
。

角　

い
い
な
ぁ
。
僕
も
ほ
し
い
で
す
（
笑
）。
長
岡
で
展

示
し
た
時
よ
り
も
、
何
枚
か
絵
が
増
え
て
い
ま
す

か
?

さ　

う
ん
。
水
彩
ち
ゅ
う
も
ん
は
の
、色
を
重
ね
ら
れ
ん
。

1
回
し
か
塗
ら
ん
か
ら
色
が
瑞
々
し
い
。
2
回
塗
っ

た
絵
は
、
や
っ
ぱ
り
絵
が
汚
の
う
な
る
な
。
け
も
2

回
塗
ら
ん
な
ん
と
き
も
あ
る
。
水
彩
も
な
か
な
か
面

倒
だ
け
ど
、
似
顔
絵
も
面
倒
だ
。

角　

似
顔
絵
は
女
優
の
方
で
す
か
?

さ　

う
ん
。
女
優
と
歌
手
。

角　

写
真
を
見
て
書
く
の
で
す
か
?

さ　

冬
景
色
も
書
く
よ
。
や
っ
ぱ
し
の
、
同
じ
風
景
を
描

い
て
も
後
か
ら
描
い
た
作
品
の
方
が
よ
う
な
る
。

さ　

う
ん
。
本
が
あ
る
わ
け
や
。
だ
も
ん
だ
か
ら
そ
れ
見

て
書
く
ん
だ
。

本　

父
ち
ゃ
ん
、
最
近
だ
よ
ね
。
似
顔
絵
書
き
出
し
た
の

は
。

さ　

う
ん
、
最
近
だ
。

角　

最
近
も
絵
は
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
か
?

さ　

い
や
、
今
は
個
展
や
っ
と
る
も
ん
だ
し
休
ん
ど
る

（
笑
）。

角　

冬
も
外
に
出
て
書
か
れ
る
ん
で
す
か
?

角　

今
後
も
個
展
を
開
く
予
定
は
あ
り
ま
す
か
?

さ　

や
る
。
全
部
新
し
い
絵
に
し
て
開
く
。
絵
は
、
残
し

て
お
い
て
も
し
ょ
う
が
ね
。友
達
に
み
ん
な
く
れ
る
。

病
院
の
先
生
に
も
弟
に
も
く
れ
る
。
描
い
た
絵
は
、

み
ん
な
も
っ
と
ら
せ
ん
ち
ゃ
。
手
元
に
置
い
て
お
く

と
の
、
絵
は
う
ま
く
な
ら
ん
。

本　

と
っ
て
お
け
ば
い
い
の
に
、
父
ち
ゃ
ん
く
れ
て
し
ま

う
も
ん
ね
。

さ　

俺
は
、
人
の
た
め
に
頑
張
る
っ
ち
ゃ
。

角　

今
ま
で
、
凄
く
頑
張
っ
た
と
思
え
た
こ
と
は
な
ん
で

す
か
?

さ　

俺
は
、
郵
便
局
を
退
職
し
て
か
ら
、
土
木
作
業
員
を

や
っ
と
っ
た
。
本
当
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
表
彰
も

受
け
た
。
雨
が
降
っ
て
も
雪
が
降
っ
て
も
、
15
年
間

T
シ
ャ
ツ
1
枚
で
働
い
と
っ
た
。
女
房
に
も
か
っ

ぱ
着
ろ
と
言
わ
れ
た
け
も
、
着
ん
か
っ
た
。

角　

15
年
間
、
年
中
T
シ
ャ
ツ
1
枚
で
す
か
（
笑
）。

さ　

ア
ニ
マ
ル
嵯
峨
谷
っ
て
言
わ
れ
と
っ
た（
笑
）。ま
あ
、

ケ
ー
キ
食
え
っ
ち
ゃ
。
み
ん
な
同
じ
3
0
0
円
だ

っ
ち
ゃ
（
笑
）。

一
同　

い
た
だ
き
ま
す
。

本　

で
も
、
父
ち
ゃ
ん
、
去
年
具
合
悪
く
な
っ
た
で
し
ょ
。

そ
ん
時
は
も
う
ダ
メ
か
と
思
っ
た
。
元
気
に
な
っ
て

良
か
っ
た
よ
。
本
当
に
。

さ　

本
当
だ
の
。
世
話
に
な
っ
た
っ
ち
ゃ
。

本　

病
院
行
け
っ
て
言
う
て
も
行
か
ん
も
ん
だ
し
。

さ　

病
院
は
い
や
っ
ち
ゃ
。辛
気
臭
ぇ
。こ
こ
で
一
句
。『
一

秒
で　

明
る
く
生
き
る　

術
を
知
り
』。

一
同　

い
い
ね
ぇ
。

さ　

け
も
の
、
み
ん
な
地
位
や
名
誉
も
あ
る
か
も
し
れ
ん

け
ど
、
本
当
の
幸
せ
は
俺
に
は
か
な
わ
ん
。
俺
に
は

地
位
も
名
誉
も
ね
ー
け
ど
、
幸
せ
だ
。
カ
ラ
オ
ケ
、

や
ら
ん
か
っ
ち
ゃ
。

さ　

は
じ
め
て
。

角　

ど
う
し
て
今
回
展
示
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
か
。

さ　

1
階
で
や
ろ
う
と
思
っ
た
け
ど
の
、
1
階
は
倅
が
車

を
い
れ
る
し
、
せ
も
う
な
る
か
ら
の
。
俺
、
本
当
は

2
階
に
上
が
っ
た
り
、
下
り
た
り
す
る
の
ん
い
や
も

ん
だ
し
。
下
で
や
ろ
う
と
思
っ
た
。
け
も
、
2
階
で

こ
う
や
っ
と
れ
ば
い
つ
ま
で
も
置
け
る
だ
ろ
。
邪
魔

に
な
ら
ん
し
。
う
ん
。
若
い
女
の
子
が
、
こ
の
絵
を

見
て
の
、
私
こ
ん
く
ら
い
の
絵
を
描
け
た
ら
人
生
変

わ
っ
と
っ
た
っ
て
。

角　

若
い
方
も
観
に
来
る
ん
で
す
ね
。
案
内
は
色
ん
な
と

こ
ろ
に
出
し
た
ん
で
す
か
。

さ　

友
達
か
ら
の
、
集
落
の
人
も
、
み
ん
な
出
し
た
。
70

〜
80
枚
は
出
し
た
か
の
。
俺
の
、
本
当
は
看
板
を
出

そ
う
と
思
っ
た
。
国
道
の
入
り
口
に
。
そ
ら
け
も
、

電
柱
に
引
っ
掛
け
る
の
も
、
道
路
標
識
に
引
っ
掛
け

る
の
も
気
が
引
け
る
し
の
（
笑
）。

角　

み
な
さ
ん
、
ど
う
い
っ
た
感
想
を
持
ち
ま
し
た
か

?

さ　

市
役
所
の
も
ん
も
3
人
来
て
く
れ
た
。
み
ん
な
褒
め

て
く
れ
た
。
説
明
す
る
と
の
、
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

と
み
ん
な
わ
か
る
っ
ち
ゃ
。

角　

な
る
ほ
ど
。

さ　

や
っ
ぱ
り
細
い
ラ
イ
ン
は
、
修
正
液
を
使
う
。
そ
れ

か
ら
マ
ジ
ッ
ク
。
う
ん
、
マ
ジ
ッ
ク
。
マ
ジ
ッ
ク
、

修
正
液
が
な
い
と
描
け
ん
。
う
ん
、
筆
じ
ゃ
あ
の
、

マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
な
極
細
の
線
は
描
け
ん
。

角　

細
い
線
は
、
マ
ジ
ッ
ク
や
修
正
液
で
。
そ
う
い
っ
た

方
法
は
誰
か
か
ら
教
わ
っ
た
ん
で
す
か
?

さ　

一
番
最
初
は
の
、
鉛
筆
で
描
く
の
ん
や
。
鉛
筆
で
描

い
た
あ
と
、
マ
ジ
ッ
ク
の
細
い
や
つ
で
描
く
わ
け
。

そ
う
し
て
今
度
は
、鉛
筆
の
線
を
消
し
て
塗
る
の
ん
。

鉛
筆
は
6
B
。
4
B
を
使
っ
た
っ
と
っ
た
け
も
、

6
B
の
方
が
や
っ
こ
く
て
力
が
い
ら
ん
。
色
が
濃

い
な
。

【
絵
は
手
元
に
残
さ
な
い
】

【
次
の
展
覧
会
に
向
け
て
】
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角　

え
ー
と
、
何
か
ら
話
し
ま
し
ょ
う
か
（
笑
）。
石
栗

さ
ん
と
は
結
構
展
覧
会
を
通
じ
て
何
度
も
お
会
い
し

て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
い
つ
か
ら
の
付
き
合
い
で
し

た
っ
け
?

石　

え
ー
と
、
え
ー
と
、
絵
を
展
示
し
た
ら
凄
く
み
ん
な

が
び
っ
く
り
し
て
、
そ
の
展
示
会
の
だ
い
た
い
1
カ

月
後
で
す
ね
。

竹　

こ
の
施
設
が
で
き
て
か
ら
だ
よ
ね
。
だ
い
た
い
3
年

前
ぐ
ら
い
?

石　

で
、
1
、
2
、
3
・
・
・
6
回
ぐ
ら
い
来
た
。

角　

僕
、
6
回
ぐ
ら
い
施
設
に
来
た
ん
で
す
か
。（
た
し

か
十
数
回
行
っ
た
気
が
・
・
・
）

石　

数
え
て
た
。

角　

誰
と
一
緒
に
来
た
か
覚
え
て
い
ま
す
か
?

石　

最
初
?
最
初
は
覚
え
て
な
い
ね
。

竹　

最
初
は
角
地
さ
ん
、
一
人
だ
け
だ
っ
た
気
が
す
る
。

角　

こ
の
展
示
、
覚
え
て
ま
す
か
?

石　

あ
ー
、
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
。
東
区
プ
ラ
ザ
で
す
よ

ね
。

角　

こ
れ
が
一
番
最
初
に
石
栗
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
た

時
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
時
の
こ
と
覚

え
て
ま
す
か
?

石　

覚
え
て
る
、
覚
え
て
る
。

角　

2
0
1
4
年
の
冬
か
な
。
一
番
最
初
に
展
示
し
た

時
に
何
を
思
い
ま
し
か
?

石　

え
ー
と
、
自
分
の
展
示
が
飾
ら
れ
て
い
る
と
思
う
と

緊
張
し
ち
ゃ
っ
て
、
作
品
の
前
で
立
ち
止
ま
れ
な
か

っ
た
。
あ
と
、
み
ん
な
に
凄
い
ね
と
言
わ
れ
た
の
に

驚
い
た
。自
分
に
と
っ
て
は
普
通
の
こ
と
だ
か
ら
ね
。

角　

展
示
会
に
行
っ
て
、
自
分
の
前
で
立
ち
止
ま
れ
な
か

【
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
】

　

平
成
28
年
度
の
新
潟
県
障
害
者
芸
術
文
化
祭
絵
画
部
門

で
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
石
栗
さ
ん
（
作
品
名
：
僕
達
の

世
界
の
銀
河
系
）。
平
成
27
年
度
に
惜
し
く
も
県
知
事
賞

を
逃
し
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
今
年
度
は
見
事
受
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。
日
本
最
大
級
の
福
祉
の
祭
典
ア
メ
ニ
テ
ィ
フ

ォ
ー
ラ
ム
21
と
同
時
開
催
で
あ
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
イ
ズ
ム

の
チ
ラ
シ
の
表
紙
に
も
作
品
が
使
わ
れ
、
今
、
石
栗
さ
ん

の
描
く
作
品
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

角
地
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
石
栗
さ
ん
は
旧
知
の

仲
。
し
か
し
、
思
い
出
話
を
語
る
中
で
今
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
が
ち
ら
ほ
ら
と
。
迷
路
の
よ
う
で
絵
画
、
絵

画
の
よ
う
で
迷
路
。ま
る
で
二
人
の
関
係
性
の
よ
う
で
す
。

＜ Interviewee ＞
　石栗仁之

＜ Interviewer ＞
　角地智史（新潟県アール ･ブリュット･ サポート･ センター アートディレクター）
　竹石早紀（社会福祉法人いぶきサポート協会きぼう福祉園）

　photo by　衣笠名津美

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
間
に
あ
る
も
の
　
　
石
栗 

仁
之

石
：
石
栗
仁
之

竹
：
竹
石
早
紀

角
：
角
地
智
史

っ
た
ん
で
す
ね
。

石　

立
ち
止
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
か
、
遠
く
か
ら
見
て

た
。

角　

結
構
、
東
区
プ
ラ
ザ
は
近
い
で
す
よ
ね
。
1
人
で
観

に
行
っ
た
ん
で
す
か
?

石　

行
き
ま
し
た
。

角　

平
日
、
休
日
?

石　

休
日
に
行
き
ま
し
た
。
一
ヶ
月
ぐ
ら
い
や
っ
て
た
よ

ね
。

角　

そ
う
そ
う
。
じ
ゃ
あ
休
日
に
自
分
の
作
品
を
よ
け
な

が
ら
観
に
行
っ
て
た
ん
で
す
ね
。

石　

そ
う
。

竹　

平
日
に
一
緒
に
観
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
ね
。

石　

行
っ
た
、
行
っ
た
。

竹　

声
を
か
け
て
く
れ
た
人
も
い
た
ん
で
す
よ
。

石　

そ
の
人
と
、
ず
っ
と
話
を
し
て
た
。

角　

ど
ん
な
話
を
し
た
ん
で
す
か
?

石　

お
ば
ち
ゃ
ん
が
、
こ
れ
を
描
い
た
作
者
で
す
か
と

驚
い
て
い
て
。
凄
い
と
。
30
分
ぐ
ら
い
立
ち
話
を
し

ま
し
た
ね
。
自
分
は
聞
き
流
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど

（
笑
）。

竹　

凄
い
ね
と
い
っ
ぱ
い
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。
凄
い

雪
の
日
だ
っ
た
よ
ね
。
な
ん
か
思
い
出
し
て
き
ま
し

た
。
施
設
の
広
報
に
載
せ
よ
う
と
見
に
行
っ
た
ん
で
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竹　

お
母
さ
ん
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も
石
栗
さ
ん
の
絵
が
展

示
さ
れ
た
こ
と
に
喜
ん
じ
ゃ
っ
て
。

石　

ホ
ン
マ
に
っ
て
。
た
だ
よ
く
考
え
た
ら
、
県
展
の
絵

は
暗
い
よ
ね
。
空
っ
て
い
う
か
宇
宙
な
の
に
。

角　

県
展
で
県
知
事
賞
と
っ
て
ど
う
で
し
た
?

石　

び
っ
く
り
し
た
。
だ
っ
て
1
5
0
0
点
ぐ
ら
い
応

募
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
。
頑
張
っ
た
け
ど
ね
。

角　

県
知
事
賞
を
取
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た

の
は
知
ら
な
か
っ
た
。
今
度
、
滋
賀
県
で
開
か
れ
る

展
覧
会
で
も
表
紙
に
絵
が
使
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
ど
ん
な
気
持
ち
で
す
か
?

石　

頭
が
3
6
5
度
回
っ
た
。

角　

頭
が
3
6
5
度
回
っ
た
?

竹　

そ
の
話
を
い
た
だ
い
た
時
に
、
石
栗
さ
ん
に
は
説
明

し
た
ん
で
す
け
ど
な
ん
と
な
く
ピ
ン
と
き
て
い
な
い

と
い
い
ま
す
か
。
遠
い
と
こ
ろ
と
か
、
琵
琶
湖
が
あ

る
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
分
か
っ
て
い
る
み
た
い
な
ん

で
す
け
ど
。
い
ま
い
ち
、
ど
の
く
ら
い
凄
い
事
な
の

か
が
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
い
な
い
み
た
い
で
。

石　

滋
賀
っ
て
、
滋
賀
で
す
よ
。

竹　

ポ
ス
タ
ー
の
現
物
が
届
い
て
よ
う
や
く
目
が
覚
め
た

感
じ
で
す
。

石　

ま
さ
か
の
ま
さ
か
。
改
め
て
観
る
と
、
思
っ
た
よ
り

も
色
が
薄
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

角　

自
分
の
絵
が
ポ
ス
タ
ー
に
な
る
気
持
ち
は
ど
ん
な
感

じ
で
す
か
。

石　

え
ー
と
、
ま
さ
か
ね
。
現
実
じ
ゃ
な
い
感
じ
。
寝
て

な
い
の
に
現
実
じ
ゃ
な
い
感
じ
。
妄
想
な
の
か
な
。

角　

滋
賀
県
に
も
行
く
ん
で
す
か
?

石　

ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。
行
く
よ
う
な
話
は

聞
い
て
い
る
け
ど
、
遠
い
し
本
当
に
行
け
る
ん
だ
ろ

う
か
。

角　

展
覧
会
で
依
頼
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
け
ど
、
ど

ん
な
気
持
ち
で
す
か
?
去
年
だ
け
で
も
い
く
つ
も

展
示
し
ま
し
た
よ
ね
。

石　

ど
ん
だ
け
展
示
し
た
か
覚
え
て
い
な
い
。

竹　

一
昨
日
も
広
報
誌
に
使
い
た
い
と
い
う
話
が
き
て
い

ま
し
た
。

石　

展
示
の
依
頼
が
く
る
と
緊
張
す
る
。

角　

そ
う
で
す
よ
ね
。
知
ら
な
い
人
か
ら
ど
ん
ど
ん
依
頼

が
来
て
び
っ
く
り
し
ま
す
よ
ね
。

石　

こ
の
絵
が
こ
ん
な
に
凄
い
ん
だ
っ
て
。
た
だ
描
い
た

だ
け
な
の
に
。

角　

ま
だ
認
め
ら
れ
た
実
感
が
な
い
?

石　

な
い
。

角　

ま
わ
り
の
人
は
み
ん
な
、
い
い
ね
、
い
い
ね
と
言
う

け
ど
ね
。

石　

自
分
と
し
て
は
実
感
が
な
い
。

【
念
願
の
県
知
事
賞
受
賞
】

す
よ
。

石　

そ
の
時
は
、
こ
の
絵
が
こ
ん
な
に
凄
い
こ
と
に
な
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

展
示
し
て
、
も
う
や
め
よ
う
と
思
っ
て
た
。
な
ん
で

こ
う
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

竹　

今
ま
で
、
展
示
す
る
機
会
も
な
か
っ
た
で
す
し
。
捨

て
て
し
ま
っ
た
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る
み
た
い
で

す
。
人
に
観
て
も
ら
う
こ
と
で
何
か
新
た
な
価
値
を

生
み
出
し
ま
す
ね
。

角　

最
初
は
友
達
の
真
似
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
し
た
っ

け
。

石　

そ
う
。
最
初
は
友
達
が
や
っ
て
た
こ
と
を
パ
ク
っ
た

（
笑
）。

角　

こ
の
富
士
山
の
絵
は
、
も
と
も
と
何
か
に
出
展
し
よ

う
と
思
っ
て
描
か
れ
た
ん
で
し
た
っ
け
?

石　

県
展
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
出
展

で
き
る
な
ん
て
分
か
ら
な
か
っ
た
し
。

竹　

法
人
内
の
他
の
施
設
の
利
用
者
の
方
が
出
展
し
て
い

て
、
そ
の
情
報
を
石
栗
さ
ん
に
伝
え
た
ん
で
す
よ
。

そ
し
た
ら
出
展
の
だ
い
た
い
3
か
月
前
か
ら
描
き
は

じ
め
た
ん
で
す
よ
ね
。

角　

自
分
の
作
品
が
ど
ん
な
感
じ
で
思
わ
れ
て
い
る
か
は

気
に
な
り
ま
し
た
か
?

石　

気
に
な
っ
た
。
た
だ
、
観
て
ぼ
ー
っ
と
し
て
も
ら
え

れ
ば
い
い
。
な
ん
か
絵
っ
て
さ
、
10
分
ぐ
ら
い
観
れ

ば
飽
き
ち
ゃ
う
じ
ゃ
ん
。
30
分
ぐ
ら
い
観
て
も
ら
え

る
絵
を
描
き
た
い
。

竹　

通
り
過
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
立
ち
止
ま
っ
て
観
て

く
れ
る
絵
で
す
よ
ね
。

角　

絵
も
繊
細
で
す
し
ね
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
お
ば
ち
ゃ

ん
は
ど
ん
な
話
を
し
て
い
っ
た
ん
で
す
か
?

石　

覚
え
て
な
い
よ
（
笑
）。

竹　

迷
路
が
好
き
だ
っ
て
方
が
結
構
い
て
、
ど
う
や
っ
た

ら
ゴ
ー
ル
で
き
る
か
ね
と
い
う
話
は
し
て
ま
す
ね
。

近
づ
く
と
迷
路
だ
し
、
離
れ
る
と
風
景
。
ど
っ
ち
で

も
楽
し
め
る
の
が
石
栗
さ
ん
の
絵
。

角　

前
は
、
絵
を
描
く
前
に
設
計
図
を
作
っ
て
い
ま
し
た

よ
ね
。

石　

面
倒
く
さ
く
な
っ
て
（
笑
）。

角　

自
分
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
何
を
感
じ
ま
す

か
?

石　

や
っ
ぱ
り
緊
張
す
る
。
無
口
に
な
っ
て
全
然
し
ゃ
べ

ら
な
い
。

角　

ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
石
栗
さ
ん
か
ら
2
回
、
滞
在
制

作
し
て
も
ら
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
?
こ
の
時

は
ど
う
で
し
た
?

石　

緊
張
し
ま
く
っ
た
ね
。
い
ろ
ん
な
人
が
聞
い
て
く
る

し
。
集
中
で
き
な
い
よ
ね
。
普
通
絵
を
描
い
て
い
る

紙
は
ガ
サ
ガ
サ
し
て
い
る
け
ど
、
そ
の
時
の
紙
は
つ

る
つ
る
し
て
い
て
さ
。
普
通
使
わ
な
い
紙
だ
か
ら
な

ん
か
違
う
感
じ
だ
っ
た
。

角　

い
ろ
ん
な
人
が
展
示
し
て
い
る
絵
を
み
な
が
ら
、
語

り
か
け
て
い
く
感
じ
で
し
た
よ
ね
。

石　

泣
い
ち
ゃ
っ
た
。
な
ん
と
な
く
。
涙
は
出
な
か
っ
た

け
ど
。
み
ん
な
観
す
ぎ
で
。
人
前
で
描
く
の
は
苦
手
。

角　

嬉
し
い
っ
て
こ
と
?

石　

悲
し
す
ぎ
て
。
嫌
だ
っ
た
。
で
も
や
る
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
た
。
現
実
は
こ
う
な
ん
だ
な
と
。

角　

で
も
次
の
年
も
、
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
展
示
に
絵
の

道
具
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
よ
ね
。
な
ん
で
で

す
か
?

石　

ま
た
描
こ
う
と
思
っ
て
。
で
も
そ
の
時
描
い
た
絵
は

途
中
で
や
め
た
。
紙
も
違
う
し
。

角　

外
で
作
品
を
作
る
の
は
嫌
で
す
か
?

【
話
を
聴
く
こ
と
で
わ
か
る
こ
と
】
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こ
だ
わ
り
が
分
か
り
ま
す
ね
。

石　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

角　

竹
石
さ
ん
か
ら
見
て
、
絵
が
注
目
さ
れ
て
か
ら
石
栗

さ
ん
の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
?

竹　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
い
タ
ッ
チ
で
よ
く
集
中
力
が
そ

ん
な
に
も
つ
な
と
。
こ
の
こ
と
は
今
も
昔
も
変
わ
ら

な
い
で
す
ね
。
た
だ
、
ア
イ
デ
ア
の
部
分
が
変
わ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
地
図
を
参
考
に
絵
を
描
い
た
り
。

そ
し
て
、
東
区
か
ら
新
潟
市
全
体
、
新
発
田
市
、
長

岡
市
で
の
展
示
、
そ
し
て
滋
賀
県
ま
で
展
示
が
ひ
ろ

が
っ
て
、
た
だ
た
だ
凄
い
な
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

観
て
も
ら
う
機
会
は
重
要
だ
と
。
な
に
よ
り
、
石
栗

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
お
母
さ
ん
が
非
常
に
喜
ん
で
く

れ
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
お
母

さ
ん
は
、
一
番
長
く
石
栗
さ
ん
の
横
で
絵

を
描
い
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
わ
け
な
の

で
。

角　

ま
さ
し
く
、
そ
う
で
す
よ
ね

竹　

お
母
さ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
、
絵
を
見
て
く

れ
た
方
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
ま
わ
り

を
変
え
て
い
く
力
っ
て
凄
い
な
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

角　

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
N
A
S
C
と
し
て
も
今
後
も
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
展
覧
会
が
増
え
す
ぎ

て
大
変
だ
と
か
。

石　

展
示
を
ど
っ
か
で
や
め
ち
ゃ
う
と
か
（
笑
）。

竹　

や
め
ち
ゃ
う
の
?

石　

ど
こ
か
で
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
ね
。

竹　

ど
ん
ど
ん
作
品
が
外
に
出
て
い
く
機
会
が
増
え
て
い

ま
す
か
ら
ね
。
テ
レ
ビ
で
石
栗
さ
ん
、
映
っ
て
た
よ

と
他
の
利
用
者
さ
ん
か
ら
も
聞
き
ま
し
た
し
。

石　

テ
レ
ビ
に
顔
が
映
っ
た
ら
今
後
の
展
示
も
考
え
る
よ

ね
（
笑
）。
顔
が
映
る
の
は
嫌
だ
し
。

角　

顔
が
映
る
の
が
嫌
だ
と
言
っ
て
い
る
中
す
み
ま
せ
ん

け
ど
、
こ
れ
か
ら
石
栗
さ
ん
の
写
真
撮
影
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
も
い
い
で
す
か
?

石　

は
い
（
笑
）。
先
に
ト
イ
レ
行
っ
て
も
い
い
?

　

県
で
は
、
毎
年
、
新
潟
県
障
害
者
芸
術
文
化
祭
を
開
催

し
て
い
る
。
内
容
は
、
美
術
・
文
芸
作
品
の
展
示
や
ス
テ

ー
ジ
発
表
な
ど
で
あ
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
で
実
施
し
て

い
る
。
ど
の
作
品
や
発
表
も
観
る
人
に
感
動
を
与
え
る
大

変
芸
術
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
毎
年
出
品
や
発
表
す
る

者
も
お
り
、
創
作
活
動
を
通
じ
て
自
ら
を
表
現
す
る
機
会

を
得
る
こ
と
で
生
活
を
豊
か
に
す
る
一
助
と
な
っ
て
い

る
。

　

一
方
で
、
人
に
観
て
も
ら
お
う
と
考
え
ず
、
発
掘
し
な

け
れ
ば
日
常
の
中
で
消
え
て
い
く
作
品
が
存
在
す
る
こ
と

を
N
A
S
C
に
関
わ
っ
て
初
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
福

祉
施
設
で
創
作
活
動
を
行
う
環
境
は
整
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
誰
か
が
芸
術
作
品
だ
と
評

価
し
な
け
れ
ば
、
世
に
出
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
の
で

あ
る
。
改
め
て
、
障
害
者
の
芸
術
文
化
活
動
を
振
興
し
て

い
く
た
め
に
は
、
発
掘
や
評
価
を
行
う
者
の
養
成
、
作
品

の
保
管
場
所
・
方
法
、
権
利
保
護
な
ど
の
解
決
す
べ
き
課

題
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

今
後
、
福
祉
施
設
等
で
の
調
査
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
眠

っ
て
い
た
作
品
を
発
掘
で
き
る
機
会
が
増
え
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
が
、
発
掘
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

福
祉
施
設
等
の
職
員
へ
の
権
利
保
護
の
研
修
に
加
え
、
審

美
眼
を
高
く
す
る
研
修
な
ど
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

石　

嫌
と
い
う
か
寒
い
。
風
は
当
た
る
し
。

角　

な
ん
か
楽
し
そ
う
で
し
た
け
ど
ね
。

石　

楽
し
か
っ
た
け
ど
、
こ
ん
な
展
開
に
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。

角　

自
分
が
見
て
い
た
印
象
で
は
、
石
栗
さ
ん
が
ま
わ
り

の
人
に
絵
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
て
、
楽
し
そ
う
だ

な
と
。

石　

た
だ
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
る
と
、
絵
の
制
作
が
進
ま
な
い

（
笑
）。ど
っ
ち
を
進
め
た
ほ
う
が
良
い
の
か
迷
っ
た
。

角　

人
に
絵
の
こ
と
を
話
す
の
は
ど
う
な
ん
で
す
か
?

石　

苦
手
。
嫌
で
は
な
い
け
ど
。

角　

人
に
自
分
の
絵
を
ど
う
い
う
感
じ
で
観
て
も
ら
い
た

い
で
す
か
?

石　

た
だ
観
て
い
る
だ
け
。
あ
ん
ま
り
質
問
さ
れ
た
く
な

い
。

角　

今
後
、
ま
た
絵
を
描
き
続
け
て
い
き
ま
す
か
?

石　

一
回
休
ん
で
、
考
え
て
考
え
て
夏
ぐ
ら
い
か
ら
描
こ

う
か
な
。

角　

そ
う
言
え
ば
、
年
賀
状
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
よ
。
凄
く
細
か
く
て
。
飾
っ

て
あ
り
ま
す
よ
。

石　

だ
っ
て
、
年
賀
状
っ
て
み
ん
な
つ
ま
ん
な
い
じ
ゃ
な

い
。

角　

迷
路
、
や
り
ま
し
た
よ
。
実
際
迷
路
に
挑
戦
し
て
、

挑
戦
し
て
さ
ら
に
石
栗
さ
ん
の
絵
が
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
迷
路
を
や
っ
て
み
る
と
よ
り
細
か
い
部
分
の

新
潟
県
障
害
福
祉
課

地
域
生
活
支
援
係
長

渡
辺 

茂
樹
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角　

の
ぞ
み
の
家
福
祉
会
で
は
、
積
極
的
に
ア
ー
ル
･

ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
展
示
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
日

は
始
め
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
と
、
や
っ
て
み
て
ど

う
だ
っ
た
か
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

荒　

緊
張
す
る
ね
。
い
つ
も
通
り
で
い
い
の
?

角　

ど
う
ぞ
、
い
つ
も
通
り
で
（
笑
）。
企
画
展
を
手
作

り
で
職
員
を
巻
き
込
ん
で
開
催
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
自
分
の
法
人
か
ら
作
品
を
集
め
て
や
ら
れ

た
の
が
第
1
回
目
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ

れ
を
や
っ
て
み
て
の
効
果
と
い
い
ま
す
か
、
反
響
と

言
い
ま
す
か
。
2
つ
の
視
点
か
ら
聞
い
て
み
た
い
ん

　

平
成
26
年
か
ら
新
発
田
市
に
お
い
て
、
ア
ー
ル
･
ブ

リ
ュ
ッ
ト
展
を
開
催
し
て
い
る
の
ぞ
み
の
家
福
祉
会
。
今

年
で
3
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
手
作
り
の
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
掛

け
人
で
あ
る
荒
尾
さ
ん
と
保
田
さ
ん
に
ア
ー
ル
･
ブ
リ

ュ
ッ
ト
展
を
開
催
す
る
こ
と
の
意
義
、
そ
し
て
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

で
す
け
ど
、
1
つ
は
職
員
と
し
て
の
反
響
。
も
う
1

つ
は
利
用
者
か
ら
の
反
響
。
や
っ
た
後
と
前
で
は
効

果
や
、
変
化
は
見
ら
れ
ま
し
た
か
?
あ
わ
せ
て
、

作
品
展
を
続
け
る
中
で
、
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
変

わ
ら
な
い
こ
と
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
の
展

開
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
。

荒　

き
っ
か
け
は
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
行
っ
た

こ
と
で
す
ね
。
も
と
も
と
ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト

は
知
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
実
際
見
て
み
て
な
ん
だ

か
企
画
展
を
で
き
そ
う
な
気
が
し
た
こ
と
と
、
あ
と

凄
い
作
品
は
あ
る
ん
だ
け
ど
、
身
近
な
作
品
の
展
示

も
あ
っ
た
の
で
こ
の
く
ら
い
の
も
の
で
も
展
示
し
て

も
良
い
ん
だ
と
思
っ
た
。

保　

そ
の
ま
ま
1
年
ぐ
ら
い
過
ぎ
た
ん
で
し
た
っ
け
?

荒　

2
年
ぐ
ら
い
す
ぎ
ま
し
た
ね
。
実
際
や
り
た
い
と
い

う
思
い
は
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
じ
ゃ
あ
ど
う
や
っ
た

ら
で
き
る
か
な
、
例
え
ば
い
く
ら
ぐ
ら
い
か
か
る
の

か
と
か
分
か
ら
な
い
し
。
で
も
や
り
た
い
よ
ね
と
い

う
思
い
は
ず
っ
と
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
地
元
誌
に
今

展
示
会
を
や
っ
て
い
る
長
徳
寺
で
別
の
作
品
展
が
あ

っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
時
の
写
真
を
見
て
私
た
ち
が

や
り
た
い
こ
と
だ
な
と
。

保　

そ
の
記
事
が
出
た
の
が
、
企
画
展
を
や
る
前
の
1
年

前
ぐ
ら
い
。

角　

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
行
っ
て
、
な
ん
で
で

き
る
と
思
っ
た
ん
で
す
か
?

荒　

大
変
な
大
作
も
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
ほ
っ

と
す
る
よ
う
な
作
品
も
あ
っ
た
か
ら
。
こ
う
い
う
作

品
見
た
こ
と
あ
る
な
と
。
実
際
に
ア
ー
ル
･
ブ
リ

ュ
ッ
ト
展
を
見
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
展
示

の
方
法
な
ん
か
も
メ
モ
を
と
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
こ

う
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
で
き
る
ん
だ
な
と
勉
強
し
ま

し
た
。

保　

会
場
の
方
に
事
情
を
説
明
し
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
ス

ケ
ッ
チ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
よ
ね
。
あ
と
は
福
島

県
の
は
じ
ま
り
の
美
術
館
に
職
員
で
見
学
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
作
品
展
な
ん
か
に
い
く
と
、
作
品
よ
り

も
展
示
の
方
法
が
気
に
な
る
（
笑
）。

角　

い
ざ
や
っ
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
?
苦
労
話
な
ん

【
企
画
展
を
開
催
し
た
き
っ
か
け
】

＜ Interviewee ＞
　社会福祉法人のぞみの家福祉会
　就労継続支援事業 B 型事業所 ･ 生活介護事業所　のぞみ工房
　荒尾和志（所長）
　保田健太郎（主任・サービス管理責任者）

＜ Interviewer ＞
　角地智史（新潟県アール ･ブリュット･ サポート･ センター アートディレクター）

　photo by　衣笠名津美　
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か
も
含
め
て
。
ま
っ
た
く
は
じ
め
て
だ
っ
た
わ
け
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。

荒　

作
品
は
と
に
か
く
、
数
が
集
ま
ら
な
い
と
い
や
だ
っ

た
の
で
よ
び
か
け
て
見
に
行
っ
て
、
お
話
を
聞
い
て

の
繰
り
返
し
で
し
た
ね
。
ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト

と
い
う
枠
は
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
そ
ん
な
に

厳
し
く
は
し
な
か
っ
た
か
な
。
他
の
法
人
の
事
業
所

に
も
文
書
で
お
願
い
は
し
ま
し
た
。

角　

実
際
、
集
ま
り
ま
し
た
か
?

荒　

1
年
目
は
い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
た
。

保　

ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
定
義
も
よ
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
大
丈
夫
か
と
い
う
も
の
も
結
構

あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

荒　

あ
り
ま
し
た
（
笑
）。
描
か
せ
ら
れ
て
る
み
た
い
な
。

保　

展
覧
会
に
あ
わ
せ
て
つ
く
っ
た
作
品
も
あ
っ
た
み
た

い
で
す
。
施
設
の
職
員
と
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

展
覧
会
の
趣
旨
を
説
明
し
断
っ
た
作
品
も
何
点
か
あ

り
ま
し
た
。

角　

実
際
行
っ
て
み
て
、
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
。

荒　

習
字
は
お
断
り
し
ま
し
た
ね
。詩
は
展
示
し
た
け
ど
。

（
笑
）。

保　

狂
喜
乱
舞
し
て
い
ま
し
た
か
ね
（
笑
）。

角　

ま
る
ご
と
襖
を
持
っ
て
き
た
り
。
利
用
者
と
日
常
的

な
関
係
性
が
な
い
と
無
理
で
す
よ
ね
。

保　

そ
の
間
、
そ
の
方
の
家
の
襖
は
な
い
と
（
笑
）。

角　

そ
れ
で
も
作
品
を
出
展
す
る
ん
で
す
ね
。

保　

出
展
ど
こ
ろ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
で
や
っ
て
く
れ

ま
し
た
よ
。
光
る
棒
を
自
分
で
買
っ
て
き
て
交
通
誘

導
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

角　

毎
年
、展
示
自
体
も
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

保　

よ
ば
な
く
て
も
来
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。

角　

最
初
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

保　

展
覧
会
を
や
っ
て
み
て
、
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
行

動
に
も
目
が
留
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
靴
の

脱
ぎ
方
と
か
、
服
の
畳
み
方
と
か
。

荒　

あ
と
、
知
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ね
。
新
聞
社
と
か
テ
レ
ビ
局
と
か
。

保　

地
元
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
ん
か
に
も
紹
介
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
。

角　

実
際
展
示
し
た
反
響
は
ど
う
で
し
た
?

保　

新
潟
市
美
術
館
の
館
長
が
観
に
来
ま
し
た
（
笑
）。

全
然
、
来
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
て
い
な
か
っ
た

の
で
対
応
に
困
り
ま
し
た
け
ど
。館
長
だ
け
で
な
く
、

美
術
関
係
者
か
ら
も
ス
ラ
ー
っ
と
き
て
も
ら
い
良

か
っ
た
よ
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
全
然
イ
メ
ー

ジ
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
法
人
内

部
の
職
員
や
、
福
祉
関
係
者
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
た

の
で
。

角　

自
分
も
丁
度
、
活
動
を
本
格
的
に
は
じ
め
だ
し
た
時

期
で
、
館
長
と
ち
ょ
う
ど
新
潟
市
内
を
ま
わ
っ
て
い

た
時
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
中
、
新
発
田
市
で

角　

新
た
な
つ
な
が
り
が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
い
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
展
開
に
つ
い
て
、
ざ
っ
く
り
で
良
い
の

で
考
え
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

荒　

悩
み
な
ん
で
す
け
ど
ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
は

何
か
を
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す

ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
が
開
催
さ
れ
る
と
聞
い

た
の
で
、
こ
れ
は
行
こ
う
と
（
笑
）。

保　

2
回
目
は
色
ん
な
方
が
来
ら
れ
る
こ
と
は
予
測
が
つ

い
た
け
ど
、
1
回
目
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
福
祉

の
枠
を
超
え
た
方
が
き
て
い
ま
し
た
ね
。

角　

日
常
的
に
福
祉
と
福
祉
以
外
の
人
が
関
わ
る
場
っ

て
少
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
展
覧
会
を
開
い
た
こ

と
に
よ
り
法
人
全
体
の
幅
も
広
が
っ
た
感
じ
で
す

か
?

荒　

そ
う
で
す
ね
。
展
覧
会
を
観
て
、
そ
の
あ
と
外
で
感

想
を
語
り
合
っ
て
い
る
姿
を
見
て
嬉
し
か
っ
た
で
す

ね
。
な
ん
か
文
句
も
多
少
言
わ
れ
る
か
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
け
ど
な
か
っ
た
で
す
ね
。
否
定
さ
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。

保　

当
事
者
の
家
族
か
ら
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
と

い
っ
た
声
も
聞
け
ま
し
た
し
。

角　

作
家
さ
ん
や
利
用
者
さ
ん
、
そ
の
家
族
で
展
覧
会
後

に
何
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
?

保　

毎
年
、
展
覧
会
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
人
は

い
ま
す
ね
。
自
分
で
作
品
を
準
備
し
て
持
っ
て
き
て

く
れ
た
方
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
場
が
あ
る
と
い
い

ん
だ
な
と
や
っ
て
て
思
い
ま
し
た
ね
。

角　

大
き
な
特
徴
と
し
て
、
職
員
の
方
が
み
ん
な
で
協
力

し
て
手
作
り
で
展
覧
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
最
初
見
た
時
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
素
人
な
ら
で
は
の
狂
気
と
い
い
ま
す
か

ね
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
他
県
か
ら
有
名
な
作
品

を
お
借
り
し
て
き
て
、
あ
わ
せ
て
地
元
の
作
品
を
展

示
し
た
り
。う
ま
く
表
現
が
で
き
な
い
ん
で
す
け
ど
、

何
が
良
く
て
悪
い
の
か
ど
ん
ど
ん
分
か
ら
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
展
望
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
で
す
け

ど
。

保　

面
白
か
っ
た
の
が
、
県
外
か
ら
著
名
な
作
品
を
借
り

て
は
き
た
の
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
み
る

と
地
元
の
作
品
に
良
か
っ
た
と
い
う
声
が
集
ま
っ
て

い
た
こ
と
。
評
価
は
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。

角　

今
後
の
展
覧
会
で
は
ど
ん
な
色
を
出
し
て
い
き
ま
す

か
?

保　

1
年
目
に
や
っ
た
よ
う
に
、
誰
で
も
良
い
よ
と
い
う

場
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
出

し
た
い
な
ら
ど
う
ぞ
み
た
い
な
。
一
方
で
、
一
定
の

線
引
き
を
し
た
展
示
を
や
っ
て
も
い
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

角　

両
輪
で
や
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の

場
と
、
作
品
と
し
て
特
化
し
た
場
と
。

保　

あ
と
新
発
田
市
の
展
示
は
、
静
か
に
観
る
と
い
う
場

で
は
な
く
、
職
員
が
に
ぎ
や
か
に
説
明
す
る
と
い
う

ス
タ
ン
ス
。
の
ぞ
み
工
房
が
実
施
す
る
限
り
こ
の
や

り
方
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
分
、
作
品

に
つ
い
て
語
れ
る
背
景
や
ポ
イ
ン
ト
を
職
員
一
人
ひ

と
り
が
語
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

角　

今
後
も
ぜ
ひ
N
A
S
C
で
関
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
今
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
行
動
が
興
味
の
的
に
】

【
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
は
】
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色
と
り
ど
り
の
作
品
に
囲
ま
れ
た
一
家
　
　
石
塚 

香
菜

角　

杏
珠
さ
ん
が
こ
れ
だ
け
い
ろ
ん
な
も
の
を
作
っ
て
い

ま
す
が
、
作
品
を
家
の
中
に
並
べ
て
お
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
時
に
ど
こ
ま
で

許
す
か
は
、
な
か
な
か
難
し
い
の
か
な
と
思
う
の
で

す
が
そ
の
辺
を
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

る
の
か
な
と
。

石　

そ
う
で
す
ね
。
気
が
つ
く
と
進
出
し
て
い
る
の
で(

笑)

。
一
個
出
し
た
ら
、
別
の
も
の
を
こ
っ
そ
り
片

付
け
る
と
か
。
拡
大
し
て
い
か
な
い
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
新
し
い
も
の
を
作
る
と
い
う

よ
り
も
あ
る
も
の
を
並
び
替
え
て
い
る
感
じ
で
す

ね
。
そ
の
中
で
、
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
は
ポ
イ
み

た
い
な
。
自
分
で
い
ら
な
い
と
思
っ
た
も
の
は
捨
て

た
り
、
空
の
缶
の
中
に
入
れ
て
い
ま
す
。

角　

見
て
み
る
と
こ
の
缶
の
中
に
も
面
白
そ
う
な
も
の
が

い
ろ
い
ろ
と
詰
ま
っ
て
そ
う
で
す
ね(

笑)

。

石　

わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
と
。
本
物
の
お
皿
は
あ
ん
ま
り
つ
か

わ
な
い
で
す
ね
。
タ
ッ
パ
は
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。

タ
ッ
パ
と
い
う
よ
り
も
タ
ッ
パ
の
ふ
た
を
お
皿
代
わ

り
に
使
っ
て
い
る
感
じ
か
な
。
使
う
頻
度
の
少
な
い

も
の
は
そ
の
ま
ま
使
わ
せ
て
い
ま
す(

笑)

。

角　

確
か
に
日
常
的
に
よ
く
使
う
も
の
は
交
換
し
な
い
と

困
り
ま
す
よ
ね
。
杏
珠
さ
ん
は
蓋
を
交
換
し
て
も
問

題
な
い
で
す
か
？

石　

な
い
で
す
ね
。
無
い
と
分
か
れ
ば
粘
土
で
お
皿
を
つ

く
っ
た
り
。
無
け
れ
ば
つ
く
る
し
、
作
る
材
料
が
な

け
れ
ば
何
か
で
代
用
す
る
感
じ
で
す
ね
。

角　

杏
珠
さ
ん
の
作
品
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
要
素
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。こ
れ
が
だ
め
な
ら
あ
れ
に
し
よ
う
と
か
。

例
え
ば
作
っ
て
い
る
も
の
も
、
お
寿
司
と
か
は
自
分

で
つ
く
る
け
ど
、
作
ら
ず
に
チ
ラ
シ
の
切
り
抜
き
で

代
用
す
る
も
の
も
あ
る
。
あ
れ
は
、
つ
く
れ
る
か
つ

く
れ
な
い
か
の
境
目
な
ん
で
す
か
ね
？

石　

な
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
そ
こ
ら
へ
ん
は
ち
ょ
っ
と
分

か
ら
な
い
で
す
け
ど
。
で
も
ケ
ー
キ
だ
か
ら
と
言
っ

て
な
ん
で
も
い
い
わ
け
で
は
な
い
み
た
い
。
そ
の
中

で
デ
ザ
イ
ン
は
重
視
し
て
い
る
み
た
い
で
す
。

角　

チ
ラ
シ
を
使
う
の
も
、
こ
の
チ
ラ
シ
を
使
い
た
い
と

い
う
こ
だ
わ
り
も
あ
る
ん
で
す
か
？

石　

う
ー
ん
。
そ
う
で
す
ね
。
チ
ラ
シ
ね
。
よ
く
わ
か
ら

な
い
で
す
け
ど
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
の
チ
ラ
シ
は
好
ん

で
見
て
い
る
気
は
し
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン

に
な
る
と
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
と

チ
ラ
シ
が
出
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
は
あ
ん
ま

り
見
向
き
し
な
く
て
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
の
チ
ラ
シ
を

見
て
い
ま
す
ね
。
あ
と
、
定
期
的
に
よ
く
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
の
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
食
品
館
の
チ
ラ

シ
と
、
家
電
量
販
店
の
チ
ラ
シ
。
そ
れ
は
切
り
抜
く

こ
と
は
し
な
い
け
ど
並
べ
て
お
き
た
い
と
。

角　

家
電
量
販
店
の
チ
ラ
シ
も
好
き
な
ん
で
す
ね
。

石　

小
さ
い
と
き
は
電
気
屋
さ
ん
の
チ
ラ
シ
を
持
つ
と
落

ち
着
く
の
で
、
そ
れ
を
も
っ
て
保
育
園
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。思
う
に
ロ
ゴ
が
好
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

角　

チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
ロ
ゴ
だ
と
か
。
確
か
に
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
チ
ラ
シ
で
す
よ
ね
。

石　

そ
う
で
す
ね
。
同
じ
お
店
の
チ
ラ
シ
で
も
時
に
白
黒

の
も
の
も
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
カ
ラ
フ
ル
じ
ゃ
な
い

も
の
は
い
ら
な
い
み
た
い
で
す
ね
。

角　

好
き
な
も
の
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
チ
ラ
シ
以
外
で
切
り
抜
こ
う
と
し
た

【
日
常
の
や
り
と
り
】

　

長
岡
市
で
開
催
し
た
ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
in
長
岡

に
作
品
を
出
展
し
た
石
塚
杏
珠
さ
ん
。
コ
ピ
ー
用
紙
で
作

成
し
た
自
作
の
服
を
人
形
に
着
せ
替
え
た
も
の
、
粘
土
で

作
っ
た
食
べ
物
な
ど
を
自
分
の
思
い
の
ま
ま
自
宅
で
展
示

し
て
い
ま
す
。
気
が
付
く
と
生
活
ス
ペ
ー
ス
に
ど
ん
ど
ん

進
出
し
て
い
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
杏

珠
さ
ん
の
お
母
さ
ん
で
あ
る
香
菜
さ
ん
に
、
杏
珠
さ
ん
の

創
作
に
つ
い
て
率
直
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
聴
い
て
み
ま

し
た
。

＜ Interviewee ＞
　石塚香菜

＜ Interviewer ＞
　角地智史（新潟県アール ･ブリュット･ サポート･ センター アートディレクター）

　photo by　衣笠名津美

石
：
石
塚
香
菜

角
：
角
地
智
史
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角　

長
岡
展
で
杏
珠
さ
ん
が
大
事
に
し
て
い
た
作
品
を
ゴ

ソ
っ
と
貸
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
時
は

ど
う
で
し
た
？

石　

あ
れ
？
っ
て
顔
を
し
て
「
り
か
ち
ゃ
ん
、
り
か
ち
ゃ

ん
」
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
ね
。
ど
っ
か
隠
し
た
ん
で

し
ょ
っ
て
顔
を
し
て
い
ま
し
た(

笑)

。

角　

僕
ら
が
作
品
を
預
か
っ
て
い
て
自
宅
に
作
品
は
な
い

の
で
す
が
、
ど
う
や
っ
て
納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た

か
？
ど
う
説
明
さ
れ
た
の
か
な
と
。

石　

り
か
ち
ゃ
ん
は
、
出
張
中
と
伝
え
ま
し
た
。

角　

そ
れ
で
納
得
し
ま
し
た
？

石　

最
初
は
家
の
中
を
物
色
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
無
い

の
が
分
か
れ
ば
納
得
し
て
そ
こ
で
ウ
ワ
ー
ッ
と
怒
っ

た
り
泣
い
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
次

の
日
起
き
て
、
も
し
か
ら
し
た
ら
あ
る
の
か
も
と
い

う
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
み
た
い
。

角　

い
ろ
ん
な
も
の
の
中
で
特
に
、『
り
か
ち
ゃ
ん
』
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。

石　
『
り
か
ち
ゃ
ん
』
の
ワ
ー
ド
は
出
て
い
ま
し
た
ね
。

一
番
の
お
気
に
入
り
な
の
か
な
。
妹
が
人
形
を
さ
わ

る
と
す
ぐ
に
取
り
返
し
て
い
ま
し
た
し
。

角　

預
か
っ
た
の
は
１
週
間
ぐ
ら
い
で
し
た
か
ね
。
そ
の

間
の
様
子
は
ど
う
で
し
た
？

石　

最
初
の
１
〜
２
日
間
そ
わ
そ
わ
し
た
だ
け
で
戻
り
ま

し
た
ね
。

角　

借
り
る
身
と
し
て
安
心
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
展
示

を
見
に
来
て
く
れ
た
わ
け
で
す
が
そ
の
時
の
様
子
は

ど
う
で
し
た
？

石　

こ
こ
に
あ
っ
た
の
ね
と(

笑)

。凄
く
に
こ
に
こ
し
て
、

さ
あ
持
っ
て
帰
り
ま
し
ょ
う
と
。
そ
う
い
え
ば
、
す

ぐ
に
手
に
と
っ
た
の
は
『
り
か
ち
ゃ
ん
』
で
し
た
。

角　

捨
て
ら
れ
た
の
は
な
い
と
い
う
安
心
感
で
す
か
ね
。

石　

持
っ
て
帰
っ
て
、
ま
た
家
に
並
べ
な
く
っ
ち
ゃ
と
考

え
て
い
た
み
た
い
で
し
た
け
ど
。

【
ア
ー
ル･

ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

  

出
展
前
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
】

も
の
は
あ
り
ま
す
か
？
本
と
か
雑
誌
と
か
。

石　

あ
あ
。
雑
誌
は
あ
る
か
も
。
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
系
の
。

本
を
切
り
抜
く
こ
と
は
な
い
か
な
。
自
分
の
描
い
た

絵
は
切
り
抜
き
ま
す
ね
。

角　

切
り
抜
い
た
後
は
、並
べ
る
の
が
主
な
目
的
で
す
か
。

石　

そ
う
で
す
ね
。
人
と
し
て
立
て
た
り
。

角　

生
活
上
、
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
か
。

石　

あ
ま
り
な
い
で
す
ね
。
タ
ッ
パ
も
代
わ
り
の
も
の
を

渡
せ
ば
折
り
合
い
が
つ
く
し
。

角　

当
日
、
凄
い
勢
い
で
作
品
を
持
っ
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。
あ
の
時
も
『
り
か
ち
ゃ
ん
』
を
最
初
に

手
に
取
っ
た
ん
で
す
ね
。
帰
り
際
に『
り
か
ち
ゃ
ん
』

を
返
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
納

得
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
か
？

石　

本
人
は
、
自
分
で
も
っ
て
帰
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
は

な
く
て
私
に
任
せ
た
ぞ
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
み
た
い

で
す
。
な
の
で
、
私
が
き
ち
ん
と
持
っ
て
帰
っ
て
き

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
。

角　

そ
の
後
、数
日
後
に
作
品
を
お
返
し
し
た
の
で
す
が
、

ど
ん
な
様
子
で
し
た
？

石　

最
初
、
箱
を
見
た
時
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
思
っ
た
み

た
い
で
す
よ
。
凄
く
喜
ん
で
箱
を
開
け
た
ん
で
す
け

ど
、あ
あ
こ
れ
か
と(

笑)

。
で
も
こ
れ
だ
っ
た
ら『
り

か
ち
ゃ
ん
』が
入
っ
て
い
る
か
も
と
中
身
を
漁
っ
て
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
に
『
シ
ル
バ
ニ
ア
』
の
お
も
ち
ゃ

も
並
べ
だ
す
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
な

か
っ
た
で
す
ね
。
自
分
が
必
要
と
し
て
い
る
も
の
を

取
捨
選
択
し
て
い
る
み
た
い
で
す
。

角　

展
覧
会
後
の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

石　
「
ア
ー
ル･

ブ
リ
ュ
ッ
ト
ｉ
ｎ
長
岡
、
終
わ
っ
ち
ゃ

っ
た
」
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
ね
。

角　

そ
う
な
ん
で
す
か
。
そ
れ
は
な
ん
で
ろ
う
。

石　
「
長
岡
行
く
？
」「
ア
ー
ル･

ブ
リ
ュ
ッ
ト
、
終
わ

っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
ボ
ソ
ボ
ソ
言
っ
て
。
割
と
終
わ
っ

ち
ゃ
っ
た
っ
て
本
人
が
嫌
な
気
分
の
時
に
出
る
言
葉

で
、
や
り
た
く
な
い
と
か
行
き
た
く
な
い
と
か
そ
う

い
う
時
に
出
る
ワ
ー
ド
な
ん
だ
け
ど
、
で
も
「
長
岡

行
く
？
」
っ
て
言
っ
た
り
し
て
い
る
し
。

角　

ど
う
い
う
気
持
ち
な
ん
だ
ろ
う
。
い
い
の
か
な
、
悪

い
の
か
な
。

石　

そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。
で
も
に
こ

に
こ
し
な
が
ら
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ん
な
に
悪
い

記
憶
で
は
な
い
の
か
な
。

角　

展
示
会
場
で
は
に
こ
に
こ
し
て
い
た
感
じ
が
し
ま
し

た
。
る
ん
る
ん
歩
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
ん
で

す
よ
ね
。
い
い
思
い
出
と
し
て
あ
る
の
か
な
。
展
示

す
る
こ
と
は
お
伝
え
し
て
い
た
ん
で
す
か
？

石　

言
っ
て
も
分
か
ら
な
い
か
な
と
は
思
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
長
岡
展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
自
分
の
作
品
が
載

っ
て
い
る
の
を
見
て
い
ま
し
た
ね
。
こ
こ
に
飾
る
ん

だ
よ
、
こ
こ
に
出
る
ん
だ
よ
と
は
言
い
ま
し
た
。
通

じ
て
い
る
か
ど
う
か
は
ハ
テ
ナ
で
す
。

角　

は
じ
め
て
家
で
つ
く
っ
た
も
の
を
外
に
出
す
機
会
だ

っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
何
か
変
化
が
あ
っ
た
の
か
な
と

思
い
聞
い
て
み
ま
し
た
。
逆
に
家
族
も
含
め
て
展
覧

会
後
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か
？

石　

そ
れ
こ
そ
家
族
の
中
で
は
、
表
舞
台
に
出
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
作
品
だ
っ
た
の
で
凄
く

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
学
校
の
先
生
も
休
日
だ
っ
た
け

ど
丁
度
長
岡
市
に
用
事
が
あ
る
と
言
っ
て
観
に
来
て

く
れ
て
。
観
に
来
て
く
れ
た
先
生
は
嬉
し
く
て
嬉
し

く
て
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
で
つ
く
る
も
の

と
、
家
で
つ
く
る
も
の
が
違
う
こ
と
が
分
か
っ
て
、

凄
く
新
鮮
だ
っ
た
よ
と
。
ク
ラ
ス
の
子
の
お
母
さ
ん

も
観
に
来
て
く
れ
て
。

角　

学
校
で
つ
く
る
も
の
と
家
で
つ
く
る
も
の
が
違
う
の

は
、先
生
に
と
っ
て
も
知
る
機
会
だ
っ
た
の
か
な
と
。

石　

学
校
は
授
業
の
中
で
の
創
作
な
の
で
、
先
生
の
手
が

入
っ
た
り
も
す
る
け
ど
。

【
作
品
が
外
に
出
る
と
い
う
こ
と
】
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角　

枠
組
み
が
あ
っ
て
こ
れ
を
作
っ
て
ね
と
い
う
過
程
を

思
う
と
、
ま
た
自
宅
で
の
創
作
は
違
う
姿
が
見
え
る

の
か
と
思
い
ま
す
。
展
覧
会
に
出
展
す
る
機
会
も
出

て
く
る
か
と
思
う
の
で
す
が
、
杏
珠
さ
ん
の
場
合
は

立
体
作
品
が
多
く
並
べ
方
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
全
部
保
管
し
て
お
く
の
も
難
し
い

と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

石　

つ
く
っ
た
も
の
は
で
き
れ
ば
と
っ
て
お
い
て
あ
げ
た

い
け
ど
、
粘
土
系
は
カ
ビ
も
生
え
て
く
る
し(

笑)

。

な
の
で
ど
う
し
た
も
の
か
と
。
小
麦
粘
土
っ
て
つ
く

っ
た
直
後
は
柔
ら
か
さ
が
あ
っ
て
い
い
な
と
思
う
ん

で
す
け
ど
、
乾
い
て
き
ち
ゃ
う
と
ど
ん
ど
ん
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
な
の
で
つ
く
っ
た
直
後
に

写
真
だ
け
は
撮
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

角　

正
直
、
掃
除
の
時
と
か
邪
魔
で
す
よ
ね(

笑)

。

石　

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
い
ま
す
。
ご
め
ん
ね
と
言
っ
て

一
旦
並
べ
て
い
る
の
を
ど
か
し
て
も
、
本
人
は
そ
の

後
せ
っ
せ
と
直
し
て
い
ま
す
。

角　

そ
し
て
、
ま
た
作
品
が
増
え
て
ま
す
よ
ね(

笑)

。

こ
の
作
品
は
な
か
っ
た
な
と
思
っ
て
。

石　

そ
う
な
ん
で
す
。
台
が
ど
う
し
て
も
欲
し
か
っ
た
み

た
い
で
す
。
漁
っ
て
ど
こ
か
か
ら
持
っ
て
き
た
み
た

い
で
す
ね
。

角　

そ
こ
か
ら
１
つ
こ
の
ゾ
ー
ン
が
増
え
た
ん
で
す
ね
。

本
当
に
駆
け
引
き
と
言
い
ま
す
か
、
少
な
く
な
っ
た

り
増
え
た
り
を
繰
り
返
し
て
い
く
感
じ
で
す
ね
。

石　

最
近
は
、
立
体
的
な
作
品
は
そ
ん
な
に
作
っ
て
い
な

い
で
す
ね
。

角　

学
校
で
も
１
段
だ
っ
た
も
の
を
２
段
に
し
た
り
し
て

置
き
場
を
工
夫
し
て
い
る
み
た
い
で
す
。
平
面
の
作

品
、
例
え
ば
絵
で
あ
れ
ば
比
較
的
保
管
が
簡
単
な
の

で
全
て
保
管
し
て
い
る
お
宅
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

立
体
作
品
は
中
々
保
管
が
難
し
い
で
す
よ
ね
。

石　

こ
れ
も
も
う
少
し
綺
麗
に
並
ん
で
い
た
ん
で
す
け

ど
、
妹
が
落
と
し
ち
ゃ
っ
て
。
本
人
も
直
す
気
が
な

い
の
か
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

角　

杏
珠
さ
ん
に
と
っ
て
、
理
想
的
な
モ
ノ
の
置
き
方
っ

て
ど
ん
な
状
態
な
ん
で
す
か
ね
？

石　

本
当
は
全
部
こ
の
机
に
並
べ
た
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

角　

作
品
に
囲
ま
れ
て
ご
飯
を
食
べ
た
い
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
か
ね
？

石　

そ
う
思
い
ま
す
。
外
食
に
行
っ
て
も
メ
ニ
ュ
ー
を
置

い
た
ま
ま
食
べ
た
が
る
ん
で
す
。
自
分
の
気
に
入
っ

た
ペ
ー
ジ
を
見
な
が
ら
。

角　

２
段
３
段
と
い
う
よ
り
も
平
台
で
並
べ
た
い
み
た
い

で
す
ね
。

石　

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
並
べ
ら
れ
る
限
度
は
本
人
も

理
解
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

角　

そ
れ
は
徐
々
に
つ
い
て
い
っ
た
ん
で
す
か
。

石　

最
初
は
、
こ
こ
ま
で
だ
よ
と
伝
え
て
ア
レ
っ
？
っ
て

反
応
を
示
し
た
の
で
す
が
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で

並
べ
て
み
て
本
人
も
気
に
入
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
ね
。

角　

や
っ
て
み
て
、
ず
ら
し
て
み
て
本
人
の
様
子
を
見

て
大
丈
夫
そ
う
で
あ
れ
ば
や
っ
て
み
る
と
。
話
を
聞

い
て
い
る
と
案
外
受
け
入
れ
て
く
れ
る
み
た
い
で
す

ね
。
２
〜
３
日
は
気
に
な
っ
て
い
る
け
ど
、
そ
の
あ

と
は
し
ょ
う
が
な
い
な
と
。

石　

他
の
お
友
達
に
い
じ
ら
れ
る
の
は
嫌
み
た
い
で
す
け

ど
ね
。
い
じ
ら
れ
る
と
奪
い
に
い
っ
た
り
し
て
い
る

み
た
い
で
す
。

角　

こ
の
間
も
写
真
を
撮
ろ
う
と
し
た
だ
け
で
、
心
配

し
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
や
り
た
い

こ
と
や
考
え
て
い
る
方
向
性
は
あ
り
ま
す
か
？
例
え

ば
、
我
々
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
こ
ん
な
動
き
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
っ
た
感
想
で
も
い
い
で
す
。

石　

そ
う
で
す
ね
。
粘
土
だ
っ
た
ら
粘
土
と
こ
だ
わ
っ
て

や
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
い
う
や
り
方
も
あ
る
の
よ

と
本
人
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
機
会
が

あ
る
と
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
あ
ん
ま
り
強
要
し

て
も
や
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
し
。
本

人
の
楽
し
み
と
い
う
視
点
で
。

角　

本
人
に
と
っ
て
好
き
な
こ
と
が
発
見
で
き
る
よ
う
な

機
会
で
す
か
ね
。
今
、
つ
く
る
機
会
は
ご
自
宅
と
学

校
、
そ
し
て
※
『
に
こ
』
で
す
か
。

石　

そ
う
で
す
ね
。
学
校
の
休
み
時
間
、
あ
と
『
に
こ
』

だ
と
粘
土
だ
っ
た
り
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
し
て
何
か
を

つ
く
っ
た
り
。

角　

学
校
で
は
何
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

石　

学
校
で
は
絵
が
多
い
で
す
ね
。
粘
土
も
ち
ょ
こ
っ
と

や
っ
た
り
。
あ
と
は
お
菓
子
の
空
箱
を
使
っ
て
お
店

屋
さ
ん
ご
っ
こ
み
た
い
な
感
じ
で
。
そ
れ
も
ま
た
並

べ
方
が
あ
る
み
た
い
。

角　

や
っ
ぱ
り
並
べ
方
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
ね
。

石　

他
の
友
達
に
、
並
べ
替
え
ら
れ
た
り
ペ
ー
ス
を
乱
さ

れ
る
と
そ
れ
は
許
せ
な
い
み
た
い(

笑)

。

角　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
機
会
を

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石　

他
の
人
と
の
関
わ
り
の
場
も
い
い
で
す
ね
。

角　

つ
く
っ
て
い
る
人
同
士
の
関
わ
り
の
場
で
す
か
？

石　

本
人
同
士
関
わ
る
っ
て
い
う
の
は
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
。

角　

た
だ
、『
に
こ
』
の
他
の
利
用
者
で
ま
さ
に
杏
珠
さ

ん
か
ら
影
響
を
受
け
て
食
べ
物
系
の
作
品
も
作
り
出

し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
な
ん
か
、
そ
ん
な
触
発
さ

れ
る
場
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

石　

最
近
、
そ
の
子
と
若
干
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

る
と
い
う
話
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
聞
い
て
ま
す
か
？

『
に
こ
』
で
、
そ
の
子
が
つ
く
っ
た
果
物
、
さ
く
ら

ん
ぼ
み
た
い
な
も
の
を
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
っ
と
置
く
ん

だ
け
ど
、
こ
れ
は
違
う
と
う
ち
の
子
が
ど
か
す
ら
し

い
ん
で
す(

笑)

。

角　

そ
の
子
は
そ
こ
に
並
べ
た
い
ん
で
す
よ
ね(

笑)

。

石　

そ
う
な
ん
で
す
。
そ
の
子
は
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス

を
埋
め
た
い
っ
て
置
く
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
違
う
っ

て
ど
け
る
み
た
い
で
。
で
も
そ
の
中
で
も
何
点
か
許

せ
る
も
の
が
あ
る
み
た
い
で
。

角　

そ
の
関
り
は
面
白
い
で
す
ね
。
許
せ
る
も
の
と
許
せ

な
い
も
の
の
違
い
っ
て
な
ん
で
す
か
ね(

笑)

。

石　

こ
こ
の
場
所
で
あ
れ
ば
許
せ
る
と
い
う
範
囲
が
あ
る

ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

角　

そ
れ
は
不
思
議
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。

面
白
い
。

石　

こ
の
前
、
そ
の
子
の
お
母
さ
ん
と
会
っ
た
時
に
「
な

ん
か
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
ん
だ
っ
て
」
と
い

う
話
に
な
っ
て(

笑)

。

角　

い
い
で
す
ね
。
親
御
さ
ん
同
士
で
も
新
た
な
話
題
が

生
ま
れ
て
。
近
況
が
似
て
い
る
と
い
い
ま
す
か
。
興

味
や
何
か
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
共
通
の
話
題
が

あ
る
と
様
々
な
こ
と
が
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

【
関
わ
っ
て
関
わ
っ
て
新
た
な
可
能
性
を
】

※
に
こ　

社
会
福
祉
法
人
み
ん
な
で
い
き
る
が
運
営
し
て
い
る
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
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同じ夢を見ている

S・K

手塚 里美

細井 大輔

アニメ、ガンダムに出てくる戦車のキャラクター
が大好きであったが、後に戦車が人を殺す道具で
あることを知り、ショックを受けた。以来、戦車
を平和なモチーフに変換していくような創作を行
う。“ 戦車 ” を “ 洗車 ”、“ 染車 ” として言葉の意
味を書き換えたり、「たたかわなかったせんしゃ
のものがたり」という物語を作ったりと、“ 平和 ”
へのメッセージを発信し続けている。

フリーハンドに展開図を書き、車を組み立てる。
施設の送迎車を作っていることが多い。

縄文やアイヌ紋様にインスパイアされた立体物。
時事問題に触れ描いた絵など、その時感じたこと
を感じたままに創作している。

動物などはもちろんの事、折り紙で様々な
文字や数字を折っている。

五井 雅人
大小様々な紙を折りたたみハサミで穴を切ってい
く。朝、施設に入る際に職員さんに渡している。
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筒井 貴樹

馬場 悠斗

星野 柚里

真田 弘樹
チラシの裏に施設職員の名前を丁寧に書く。その
紙をそっと職員の机に置いて渡している。

ハサミが本当に好きで、描いた絵を本当に
細かな線まで丁寧に切っている。

のびのびと気ままに描かれた線や色、幼少の頃か
ら数字を好んで描く。数字は 1 は青、2 は緑、3 は
ピンク、4 はオレンジと色との関係を持っている。

1984 年生まれ / 燕市在住　魚のアメ横と呼ばれ
る寺泊の魚市場に週に 1 度通っている。すっと
車で通り過ぎる間に風景を記憶し、家に戻ってか
らすらすらと描く。彼の絵の驚くべきところは、
寺泊の風景が以前と変化した際 ( 例えば看板が新
しくなった ) に、以前描いた自分の絵も変化した
部分を切り取り、同じように描き直すところであ
る。そのように彼の絵は更新され続けている。

眞後 麻由子
描かれた絵からはどこか物語を感じる、色鉛筆で
紙が凹むほどしっかり色を塗っている。



8283

斎藤 誠

保苅 彰

臼杵 由香里

前田 優作

多田 陸
気ままに色とりどりに彩られた丸に独特な
リズムを感じる。

密度を上げていくことに力を注いでいると
いう年賀状。その緻密さに目を奪われる。

1983 生まれ / 新潟市在住　背中を丸め、ぐっと
ペン先に視線を集中させて描く、その姿からは
没頭という言葉が浮かぶ。“ カギカギ ” と呼ばれ
ている L の形を繰り返し描く。このシンプルな
行為の繰り返しを複雑に方向を変化させながら 1
枚の紙が埋まるまで行なう。できあがった物には
興味はなく、次の紙を出しまた描き始める。

施設の昼休みに、スケッチブックをめくり
描きたいページの続きを描いている。

幼い頃から一貫して “ 侍 ” をモチーフに絵
を描き続けている。どんな大きさの画材に
も迷うことなくすらすらと描く。
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坂井 亮円

西沢ゆきこ

新井 里沙 小川 宏史

石栗 仁之

自分で選び買い揃えるという横糸から、独
特な形の裂織りが生まれている。

古い布にチクチクと糸を刺していく。T シ
ャツやバックに靴まで！それを着こなす西
沢さんのセンスが光る。

誰に教わる訳でもなく人形を制作。人形が
積み上げられた部屋は圧巻！

オリジナルのキャラクターを紙に描くのは
もちろん、刺繍としても縫っている。

1988 年生まれ / 新潟市在住　作品は一見すると
淡彩の風景画のように見えるが、よく見るとびっ
しりと線が書き込まれていることに気がつく。絵
の隅には “ スタート ” と “ ゴール ” との文字があ
る。そう、これは絵全体が迷路として描かれてい
るのである。小学校 5 年生の時、友人が迷路を
書いているのを見て自分もできるのではと書き始
めた。それ以来一貫して迷路を書いている。



8687

武井 仁司

嵯峨谷 正敏

大森 真奈

近 元喜

田中勝彦

石川 武

15 歳よりバスの内装を手がける仕事につ
くと共に、バスの絵を描き始める。それか
ら 30 年以上経った今でも、当時作ってい
たバスを何も見ないで描く。

大きな体から生み出される細い線。のびの
びとした書にほっこりとした気分になる。

描かれたキャラクターはよく見ると重なり
が。ネット上から自分の好きな画像を集め、
組み合わせた創作も行う。

1941 年生まれ 佐渡市在住 暑い日も寒い日も、
スケッチブックを片手に佐渡の日常の風景を求め
て歩く。ここだ、と思う場所に座りペンを走らせ
る彼の姿は、街のあちこちで見ることができる。
街のタクシー会社からは会社の風景を描いて欲し
いと依頼され、現在でも社内に嵯峨谷さんの絵が
飾られている。油性ペンで描かれた大胆な線と丁
寧な水彩の彩りに、独特な雰囲気を持つ。

絵の先生を目指していたという、迷いない
スケッチ線と描写力。

毎年年末になると、その年に訪れた旅行
先の風景を題材に木版を制作している。
現地で描いたデッサンを基に掘られた版
画から、楽しい雰囲気が伝わってくる。
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広報資材資料

巻末資料

情報発信について

【ホームページ】
◆総閲覧数　10,520 件

（平成 28 年 8 月 1 日〜平成 29 年 2 月 28 日）
◆掲載記事数　19 件
◆主な内容
・展覧会のお知らせ
・アール・ブリュットにまつわるイベントの広報

【Facebook ページ】
◆ページいいね数　300 件
◆記事投稿数　34 件
◆総閲覧数　20,587 人

（平成 28 年 8 月 1 日〜平成 29 年 2 月 28 日）
◆記事最高閲覧数　1,700 人
◆内容
・イベントの広報・事後報告
・展覧会の周知

アール・ブリュット展 in 上越

〜この世界の愛し方 Everything is in this world 〜

新発田アール・ブリュット展 2016

〜モノ、ガタル、タネ〜

障がい・アート・ミーティング

〜彼の描く、セーラームーンの面白みは、伝わるか〜

障がいとアート つくるに関する法律研修会

はじめての権利擁護

アール・ブリュット展 in 長岡

〜日々是好日 暮らしから生まれるもの〜

アール ･ ブリュットセミナー in 長岡 記録映像上映

アール・ブリュットが生まれるところ

障がいとアートをつむぐ

つくるを支えるセミナー
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平成 28 年 7 月 20 日（水）
・上越タイムス「NASC 設立　障害者芸術の普及促進へ」
・新潟日報「障害者の芸術に光を　上越の社会福祉法人　来月支援センター開所」

平成 28 年 8 月 5 日（金）
・上越タイムス「障害者芸術〝前へ″　アール・ブリュット・サポート・センター開設」

平成 28 年 8 月 26 日（金）
・読売新聞「障害者の芸術活動支援　「センター」開設　上越　展覧会開催や作品発掘」

平成 28 年 10 月 23 日（日）
・読売新聞「障害者とアートに向き合う」

平成 28 年 11 月 25 日（金）
・新潟日報「鮮やか自由な感性」

平成 29 年 1 月 1 日（日）
・新潟日報「イマジン－共に生きたい　湧き上がる魂」

◆株式会社　テレビ新潟放送網（TeNY）
平成 28 年 7 月 19 日　記者会見

◆株式会社　新潟総合テレビ（NST）
平成 28 年 8 月 3 日　NASC 開所

◆ NHK 新潟放送局
平成 28 年 11 月 20 日　長岡展　12：10 〜
平成 28 年 11 月 21 日　長岡展　18：10 〜

◆ FM 新潟
平成 28 年 11 月 19 日　長岡展　生放送

新聞掲載情報放映情報




